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１・２階便所改修展開図

１階待機室・食堂・通信仮眠室改修展開図

１階仮眠室改修展開図

１階脱衣室・浴室・洗面所廻り既存展開図

１階仮眠室・待機室・食堂既存展開図

１階便所・２階男女便所既存展開図

１階救急仮眠室・２階消防団本部室既存展開図

建具リスト２

建具リスト１

２階消防団本部室・便所・書庫廻り改修平面詳細図

１階救急仮眠室・洗面所・便所・浴室廻り改修平面詳細図

１階仮眠・待機室・食堂廻り改修平面詳細図

２階改修天井伏図

１階改修天井伏図

２階消防団本部室・仮眠室改修展開図

１階・２階シャワ－ルーム改修展開図

仮眠室畳ベッド・収納棚詳細図

１階シャワ－ル－ム・洗面所廻り詳細図38
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名　　称
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A

A

A

消防本部庁舎

図面リスト

建築改修工事特記仕様書５

付近見取・配置図

建築改修工事特記仕様書４

建築改修工事特記仕様書３

建築改修工事特記仕様書２

建築改修工事特記仕様書１

工事概要・仕上表

１階既存平面図

立面図２

立面図１

３階既存平面図

１階改修平面図

２階改修平面図

２階既存平面図
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図面目録
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A

A

図面ＮＯ

１階内部既存・改修後仕上表

２階内部既存・改修後仕上表

１階既存天井伏図

既存断面図

改修断面図

弱電設備・２階改修平面図

弱電設備・１階改修平面図

コンセント設備・２階改修平面図

コンセント設備・１階改修平面図

電灯設備・２階改修平面図

電灯設備・１階改修平面図

幹線・動力・非常灯設備・２階改修平面図

幹線・動力・非常灯設備・１階改修平面図

照明器具姿図
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名　　称図面ＮＯ
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0M

1
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6M

M

M

M

M

M

名　　称図面ＮＯ

配置図（機械設備）

空調・換気機器表・衛生機器表・器具表

１階改修平面図（機械設備）

２階改修平面図（機械設備）

１階既存平面図（機械設備）

２階既存平面図（機械設備）

２階・３階塔屋既存天井伏図

分電盤結線図・動力盤結線図

電灯撤去・１階既存平面図

電灯撤去・２階既存平面図

動力・コンセント撤去・１階既存平面図

コンセント撤去・２階既存平面図

弱電撤去・１階既存平面図

弱電撤去・２階既存平面図

電気設備工事特記仕様書（参考） 機械設備特記仕様書（参考）

消防本部感染症防止対策改修工事（建築）



工事名称

図面名称 縮尺

作成年月日 図面番号Nakazato Design Office
一級建築士事務所

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号

特 記

工事概要書

－

A - 12023/03/05一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

工事概要・仕上表

－

仕上・仕様

外　壁

屋　根

改修

改修

既存

既存

仕上・仕様部　位

道路幅員

敷地面積

建築面積

延べ面積

都市計画区域

その他の地域・地区

防火地域

用途地域

■　一般事項

工事場所

工事名称

－

床 面 積－

－

前面　8m

1,100.76㎡

  637.54㎡

1,603.54㎡

■　工事項目

（３）

（２）

（１） 一式

一式

一式

機械設備改修工事

電気設備改修工事

■　建物概要

最高軒高

最高高さ

建物用途 主用途　　　

ｍ

ｍ

消防署

■　構造躯体

ＲＣ造

構造形式

構造種別

ＲＣ造直接基礎

土間コンクリ－ト t=120

ラ－メン構造

庁舎棟

補助訓練塔

計

訓練塔 1階～５階＝各16.00㎡

1階＝19.50㎡　2階＝19.50㎡

981.76㎡

 80.00㎡

 39.00㎡

土  　間

基  　礎

階  　数

13.15

12.45

地上　３階 （塔屋：３階）

壁：モルタル下地25角タイル貼一部アクリルリシン吹付

モルタルコテ押え　ロンプル－フ防水仕上

アルミ製、スチ－ル製

100ｘ200角磁器床タイル貼り

－

－

既存

改修

既存

既存

改修

改修

竪樋：塩ﾋﾞ製 VP 100φ

ポ－チ床

外部建具

樋

－

コンクリ－ト打ち放し補修

－

－

モルタルコテ押え

既存

既存

改修

改修
犬走り

根廻り

モルタル下地アクリルリシン吹付

モルタルコテ押え　ロンプル－フ防水仕上

アルミカラ－スパンドレル張り

モルタル下地25角タイル貼一部アクリルリシン吹付
玄関庇

小　庇

改修

既存

既存

改修

改修

既存

軒裏

幕板

屋根

屋根

幕板

軒裏

既存

改修

改修

既存

既存

改修

－

－

－

－

－

－－

－

－

モルタル下地25角タイル貼一部アクリルリシン吹付

モルタルコテ押え　ロンプル－フ防水仕上

－

既存

既存

改修

改修

－

屋　根

外　壁

（増築部）

（増築部）

長尺カラ－鋼板折板葺き　t=0.5

壁：ＡＬＣ板t=50下地25角タイル貼一部アクリルリシン吹付

1

（１）

5

4

1

3

2

6

7

8

9

4

2

3

1

11

10

5

6

7

8

電気設備改修工事

幹線設備やり替え

*分電盤，電線・ケ－ブル類，電線管

幹線設備やり替え（既存撤去）

*動力盤，電線・ケ－ブル類，電線管

ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁貫通　ｺｱ抜き

2

4

3

電灯・コンセント設備やり替え

*ケーブル，電線管等，メタルモ－ル

照明器具設備やり替え

*照明器具，非常用照明，天井開口

放送設備やり替え
5

電話配管配線設備

*天井埋込型スピ－カ ，天井開口費，ｱｳﾄﾚｯｸｽﾎﾞｯｸｽ，ｹｰﾌﾞﾙ

電話配管配線設備

8
撤去工事

*電気設備機器配線・配管，ランプ撤去

*ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁貫通　ｺｱ抜き

*電話ﾓｼﾞｭﾗ-ｼﾞｬｯｸ，ケーブル，メタルモ－ル

*電話ﾓｼﾞｭﾗ-ｼﾞｬｯｸ，ケーブル，メタルモ－ル

7

6

*ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁貫通　ｺｱ抜き

*ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁貫通　ｺｱ抜き

*ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁貫通　ｺｱ抜き

機械設備改修工事

空調設備

1 *空冷ヒートポンプ マルチエアコン新設

換気設備

*排気ファン、天井扇新設2

衛生器具設備

3

*ダクト設備新設

*冷媒配管・塩ビ配管・配線新設，はつり補修

（２） （３）

既存

既存

（高さ）室　名位　置 床 巾木
からの高さ
設計ＧＬ 壁 備　考天井高 廻り縁天　井

既存

既存

既存

■　外部仕上■　工事名称

■　工事内容

［別図による］■　内部仕上

既存

改修

改修

改修

改修

改修

改修

1

2

3

１階便所改修

5

4

5

4

2

1

3

トイレブ－ス撤去

4

2

1

3

5

6

8

7

9

11

10

12

14

13

4

2

1

3

　　　　　　　　　　　　１００角半磁器タイル接着貼り新設

6

5

4

2

1

3

２階便所改修

１階救急仮眠室改修→通信仮眠室

１階洗面所廻り改修

２階書庫改修→女子シャワ－ル－ム

10

9

7

8

6

5

3

1

2

4

7

*配管類撤去

*ダクト類撤去

*機器・器具類撤去

6

*排水配管新設

*ガス給湯器・給湯管・保温新設

*給水配管・保温新設，機械はつり

給湯設備

5

4

排水設備

給水設備

１階脱衣室・浴室改修→脱衣・シャワ－ル－ム

消防本部感染症防止対策改修工事

鹿児島県いちき串木野市　昭和通　地内

区域区分未設定都市計画地域

1階＝568.01㎡　2階＝391.00㎡

PH＝22.75㎡

１階仮眠室・待機室・食堂改修→仮眠室+食堂

天井点検口３ヵ所撤去

仮眠室ブース軽鉄間仕切11ヵ所及び木製片引き戸11ヵ所新設

仮眠室～食堂間　間仕切及び木製片開き戸１ヵ所撤去

押入・高床畳敷廻り撤去

吊戸棚（仮眠室は全部、食堂は一部）、ブース廻りカーテンレ－ル撤去

床：一部床下地調整後塩ビシ－ト t=2・巾木貼替え

壁：新設間仕切部

壁：既存ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁

石膏ボード t=9.5下地 ビニ－ルクロス貼り

ダンパ－式収納付仮眠ベッド１１ヵ所、収納棚１１ヵ所新設

天井：化粧石膏ボード t=9.5張り替え、天井点検口４ヵ所新設

押入・高床畳敷廻り撤去

床：塩ビシ－ト貼、天井：ジプトン張り（下地軽鉄は既存のまま）撤去

吊ブース廻りカーテンレ－ル撤去 天井点検口１ヵ所撤去

仮眠室ﾌﾞｰｽ軽鉄一部ｱﾙﾐﾊﾟ-ﾃｨｼｮﾝ間仕切３ヵ所及び木製片引き戸3ヵ所新設

床：塩ビシ－ト貼、天井：ジプトン張り（下地軽鉄は既存のまま）撤去

見え掛り部のみ素地調整後ＥＰ－Ｇ塗装塗り替え

壁：新設一部間仕切部

仮眠室～食堂間　軽鉄間仕切新設及び木製両開き戸１ヵ所新設

見え掛り部のみ素地調整後ＥＰ－Ｇ塗装塗り替え

石膏ボード t=9.5下地 ビニ－ルクロス貼り新設

天井：化粧石膏ボード t=9.5張り替え

壁：既存ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁

天井点検口１ヵ所新設

ダンパ－式収納付仮眠ベッド３ヵ所、収納棚３ヵ所新設

２階消防団本部室改修→消防団本部室+仮眠室

天井：ジプトン張り（下地軽鉄は既存のまま）撤去 天井点検口１ヵ所撤去

仮眠室ブース軽鉄間仕切２ヵ所及び木製片開き戸２ヵ所新設

床：仮眠室ブースのみ塩ビシ－ト t=2・ソフト巾木増し貼り

壁：新設間仕切部 石膏ボード t=9.5下地 ビニ－ルクロス貼り新設

壁：既存ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁 見え掛り部のみ素地調整後ＥＰ－Ｇ塗装塗り替え

天井：化粧石膏ボード t=9.5張り替え

床：モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼撤去

床：モルタルコテ押え長尺防滑防汚タイプ塩ビシート貼 t=2.5新設

トイレブ－ス新規やり替え

出入口片開き戸，ＰＳ扉枠共素地調整後ＳＯＰ塗装塗り替え

脱衣・浴室部床下地コンクリ－ト撤去

浴室床：モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼撤去

踏み込み部、脱衣室床：ビニ－ル系タイル貼・巾木撤去

浴室壁：モルタル下地１００角タイル貼撤去

浴室～脱衣室間仕切撤去およびアルミ製引違戸撤去

天井：バスリブ軽鉄下地共撤去　天井点検口１ヵ所撤去

脱衣室・通路床：ﾓﾙﾀﾙｺﾃテ押え長尺防滑防汚ﾀｲﾌﾟ塩ﾋﾞｼｰﾄ貼t=2.5新規

軽鉄間仕切・トイレブ－ス間仕切新設

浴室壁：モルタルコテ押え 素地ごしらえ後ＥＰ－Ｇ塗装新規

脱衣室各タオル掛け1ヵ所新設

壁：既存ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁 見え掛り部のみ素地ごしらえ後ＥＰ－Ｇ塗装塗替え

軽鉄間仕切：出入口メラミン化粧四方枠２ヵ所新設

軽鉄間仕切：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5下地化粧ｹｲｶﾙ板 t=3張り新設

天井：バスリブ軽鉄下地共新規やり替え　天井点検口１ヵ所新設

ライニング壁及び流し部コンクリ－ト撤去

ライニング壁側面モルタル下地１００角タイル撤去

流し廻り人造研ぎ出し撤去、側面壁モルタル下地１００角タイル撤去

ライニング部軽鉄下地壁及びステンレス製面台新設設

大型一層シンク　W=1,800新設

ライニング部軽鉄下地壁：耐水合板 t=12，防水石膏ﾎﾞ-ﾄﾞ t=2.5下地

床：モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼撤去

床：モルタルコテ押え長尺防滑防汚タイプ塩ビシート貼 t=2.5新設

小便器下部汚垂石新設

出入口片開き戸，ＰＳ扉枠共素地調整後ＳＯＰ塗装塗り替え

床：ビニ－ル系タイル撤去後長尺防滑・防汚ﾀｲﾌﾟ塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.5貼替

巾木：ソフト巾木撤去後新規ソフト巾木貼替 H=75

棚全面撤去

軽鉄間仕切・トイレブ－ス間仕切新設

軽鉄間仕切：石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5下地化粧ｹｲｶﾙ板 t=3張り新設

壁：既存ｺﾝｸﾘ-ﾄ壁 見え掛り部のみ素地ごしらえ後ＥＰ－Ｇ塗装塗替え

脱衣室タオル掛け1ヵ所新設

天井：ジプトン t=9 軽鉄下地共撤去後化粧石膏ボードﾞ t=9.5張替え

天井点検口１ヵ所新設

*埋込ﾀﾝﾌﾟﾗｽｲｯﾁ，埋込コンセント，ｱｳﾄﾚｯｸｽﾎﾞｯｸｽ，ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

*洋風大便器3ヶ所(温水洗浄便座付),2連紙巻器3ヵ所新設

*小便器自動ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ、自動水栓，壁掛け自在水栓

*シャワ－ユニット３ヵ所，洗面化粧台１カ所新設

*マルチシンク１カ所，洗濯機パン３ヵ所新設

撤去工事

建築改修工事

建築改修工事

消防本部感染症防止対策改修工事

床：一部床下地調整後塩ビシ－ト・ソフト巾木貼替え

天井点検口１ヵ所撤去

軽鉄間仕切：出入口メラミン化粧四方枠１ヵ所新設

天井点検口１ヵ所新設



工事名称

図面名称 縮尺

作成年月日 図面番号Nakazato Design Office
一級建築士事務所

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号

特 記

－

 1．共通仕様

［1.3.3］

１

　　契約金額100万円以上の工事にあっては、契約に当たり中間前金払又は部分払を選択することができる。

 ・　
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［1.7.3］

・

・
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シート防水
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２

３ 仮設間仕切り

既存部分の養生

足場その他

発注制度の製品等

鹿児島県トライアル22

４

５

６

７ 現場表示板

工事用電力

工事用水

監督職員事務所

２

１ 埋戻し及び盛土

建設発生土の処理

４

２

1

３

共通事項

降雨等に対する

養生方法（とい等）

既存防水の処理

既存防水層の下地処理

適用基準等

中間検査

白蟻防除工事

工事実績情報の登録

品質計画等３

２

電気保安技術者４

発生材の処理等

施工条件

６

５

７ 建築材料等

環境への配慮８

９ 特別な材料の工法

一級技能士10

完成写真等13

12 完成図等

化学物質の濃度測定11

一部完成19

18 部分使用

騒音振動の防止17

16 既存部分等への措置

設計ＧＬ15

14 設備工事との取合い
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建築改修工事特記仕様書

建築改修工事特記仕様書１

A - 2一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号 2023/03/05

　（令和4年版）」（以下、｢改修標仕｣という。）により、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共

　（5）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）の特定調達品目を示す。

 4．前金払

　　　・  印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　（3）特記事項に記載の［ 　 ］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（4）特記事項に記載の（ 　 ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　（2）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

 3．特記仕様

 2．改修標仕及び標仕のうち必要として特記する事項と、その他必要として特記する事項を特記事項とする。

　建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」（以下､｢標仕｣という｡）による。

　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

　　契約金額100万円以上の工事にあっては、契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の10分の４を越えない範囲内に限り前払金の支払を

　請求することができる。

 5．中間前金払又は部分払の選択

 6．中間前金払

　　契約金額（全体又は年度毎の出来高予定額）の10分の２を越えない範囲内に限り７の全ての要件を満たす場合に中間前払金の支払を請求

　することができる。

 7．中間前金払の要件

　（1）工期の２分の１を経過していること。

　（2）工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工事に係る作業が行われていること。

　（3）既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負金額の２分の１以上の額に相当するものであること。

 8．部分払

　　前払金を支払ったものについては工期中２回まで、前払金の支払がされていないものは工期中３回までとする。

 9．火災保険

　　契約締結後速やかに火災保険に加入し、保険期間は工期後21日とする。

10．県産資材の優先使用

　（1）工事に使用する資材については、県内で産出、生産または製造されたもの（以下「県産資材」という。）の優先使用に努めることとし、
　　さらに、県産資材以外の資材等についても、県内に本店を置く資材業者等から調達するよう努めることとする。

　（2） 前項で定めた県産資材等を使用しない場合は、材料承認願の提出と併せて「不使用等状況報告書」を監督員に提出すること。

　（1）工事の一部を下請に付する場合は（　　　　　，　　　　）管内に主たる営業所を有する者を使用するよう努めることとする。

　（2）前項で定めた建設業者を活用しない場合は、施工計画書等の提出と併せて「不使用等状況報告書」を監督職員に提出すること。

12. 配置技術者等の途中交代

　　ほか、下記に該当する場合である。

　（1）技術者等の途中交代が認められる場合としては、主任技術者又は監理技術者の死亡、傷病、または退職者等、真にやむを得ない場合の

　　①　受注者の責によらない理由により工事中止または工事内容の大幅な変更が発生し、工期が延長された場合。

　　②　工場製作を含む工事であって、工場から現地へ工事の現場が移行する時点。

　　③　大規模な工事で一つの契約工期が多年に及ぶ場合。

　（2）上記(1)のいずれの場合であっても、請負者と発注者が協議し、工事の継続性、品質確保等に支障がないと認められる場合のみ途中交代

　　が可能となる。

13. 電子納品

　（1）本工事は、電子納品対象工事であり、電子納品とは、「調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品するこ

　　と」をいう。ここでいう電子納品とは、「鹿児島県電子納品ガイドライン　（平成25年3月）：（以下「ガイドライン」という。）

　　に定める基準に基づいて作成した電子データを指す。

　（2）ガイドラインに基づいて作成した電子成果品は電子媒体(CD-R)で正本1部、副本2部の計3部提出する。電子化しない成果品については

　　従来どおりの取扱いとする。電子納品レベル及び成果品の電子化の範囲については、事前協議を行い決定するものとする。

　（3）電子成果品を提出する際は、鹿児島県の公開する電子納品チェックソフトによるチェックを行い、エラーが無いことを確認した後、

　　ウィルス対策を実施した上で提出すること。

14. 暴力団関係者による不当介入を受けた場合の措置

　を行うこと。

15．ダンプトラック等による過積載等の防止について

　（1）工事用資機材等の積載超過のないようにすること。

　（2）過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。
　（3）資材等の過積載を防止するため、資材の購入等に当たっては、資材納入業者等の利益を不当に害することがないようにすること。
　（4）さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプカーが、工事現場に出入りすることがないようにすること。

　（5）「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下法という）の目的に鑑み、法第12条に規定する

　　　団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を促進すること。

　（6）下請契約の相手方又は資材納入業者を選定するに当たっては、交通安全に関する配慮に欠けるもの又は業務に関しダンプトラック等

　　　によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除すること。

　（7）(1)から(6)のことにつき、下請契約における受注者を指導すること。

16．施工体制台帳の作成等について

　その写しを監督職員に遅滞なく(遅くとも下請工事の着手前までに)提出すること。また，施工体制台帳の記載事項又は添付書類に

　　本工事の受注者は，建設工事の一部を下請けする場合は，施工体制台帳及び添付書類を作成し，工事現場に据え置くとともに，

　変更があったときは，その都度，当該変更があった年月日を付記して，変更に関する事項について，作成し提出すること

17．施工体系図の作成等について

　　本工事の受注者は，工事を施工するために，建設工事の一部または以下のアからエの業務を下請に付する場合は，施工体系図を

　作成し，工事の期間中，工事現場の工事関係者が見やすい場所及び公衆の見やすい場所に掲示するとともに，その写しを監督職員に

　遅滞なく(遅くとも下請工事または業務の着手前までに)提出すること。また，施工体系図の記載事項に変更があったときは，その

　都度，変更に関する事項について，作成し提出すること。

ア 伐採及び測量･調査等の工事現場で作業を行う業務　　　　

イ 土砂やコンクリート殻等の運搬のみを行う業務　

ウ 工事現場の警備(交通誘導を含む)を行う業務　　　　　　 

エ その他監督職員が記載を指示した業務等

・建築工事安全施工技術指針（官庁営繕部）

・建設工事公衆災害防止対策要綱（建設工事編）（官庁営繕部）

・建設副産物適正処理推進要綱（平成14年5月30日国交省通知122号等）

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

・資源の有効な利用の促進に関する法律（リサイクル法）

・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建設リサイクル法）

※適用する（※工事請負金額 500万円以上　　・（　　　　　　　　　　　　）　） ［1.1.4］

［1.2.2］

　※風速（Vo＝　　　　　　　）m/s

・施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計算

　※地表面粗度区分（ ・Ⅰ　 ・Ⅱ　 ・Ⅲ　 ・Ⅳ ）

適用工種　・ＡＬＣパネル(外壁) ・押出成形セメント板(外壁) ・外壁石張(乾式) ・長尺金属板葺

　　　　　・折板葺 ・アルミ笠木 ・ガラスブロック ・シート防水(機械式) ・屋上緑化用システム

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気

工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

標仕［1.3.5］以外の施工条件　　　　※現場説明書による　　・図示 ［1.3.5］

［1.3.8］・発注者に引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　引渡し場所　　　※構内　　・（　　　　　　　　）

再生資源化を図るもの又は廃棄するもの　　　・有　　・無

受入れ施設名分　　類 所　在　地 搬出距離(km)

・ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊

・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ塊

・建設発生木材

・

上記に示す受入れ施設は参考であり，実施にあたっては監督職員と協議のうえ決定する。

※建設廃棄物処理計画書の作成

※再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書の作成

職員の承諾を受ける。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

証明となる資料又は,外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督

ＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は,次の（１）～（６）の項目を満たすものし,この

本工事に使用する材料等は,設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし,ＪＩＳ及び

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　なお,備考欄に商品名が記載された材料は,当該商品又は同等品を使用するものとし,同等品を使用す

る場合は、監督職員の承諾を受ける。

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

※工事に使用する材料は，アスベストを含有しないもの（含有率０.１%以下）とする。

本工事の建築物内部に使用する材料等は，設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に，次

  の 1)～ 4)を満たすものとする。

　1)合板，木質系フローリング，構造用パネル，集成材，単板積層材，ＭＤＦ，保温材，緩衝材，断熱

　　材，塗料，仕上塗材は，アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料

　　で，設計書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　2)接着剤及び塗料はトルエン，キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　3)接着剤は可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルへシキル等を含有しない揮発

　　性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　4) 1)の材料をして作られた家具，書架，実験台，その他の什器等は，ホルムアルデヒド，アセトア

　　ルデヒド及びスチレンを発散しないか，発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　また，設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は，次の通りとする。

・規制対象外

　①建築基準法施行令第20条の７第1項に定める第一種，第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　　発散建築材料以外の材料

　②建築基準法施行令第20条の７第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

・第三種品

　①建築基準法施行令第20条の７第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

アスベスト含有建材

　②建築基準法施行令第20条の７第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

本工事に使用する材料については，アスベストは含有しないものとする。

改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、当該製品の指定工法とする。

［1.6.2］

適用工事種別

防水改修工事

技能検定の職種

・アスファルト防水工事作業　　・合成ゴム系シート防水工事作業

・塗膜防水工事作業　　・シーリング防水工事作業

・左官　　・建築板金

外壁改修工事

建具改修工事

・左官　・タイル張り　・塗装（建築塗装作業）　・樹脂接着材注入施工

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

内装改修工事 ・プラスチック系床仕上げ工事作業　・ボード仕上げ工事作業

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）　・表装（壁装作業）　・左官

・建築大工　・タイル張り

塗装改修工事 ・塗装（建築塗装作業）

耐震改修工事 ・鉄筋施工　・型枠施工　・とび

ブロック,ＡＬＣ工事 ・ブロック建築　・ＡＬＣパネル施工

・石材施工（石張り施工）石工事

植栽工事 ・造園

・畳製作畳工事

［1.6.6］

　測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　着工前の測定　　・行う

　　結果が良好でなかった場合には，監督職員と協議し対策を行うこと。

完成図　※作成する（完成図の種類　※全ての設計図　・（　　　　　））

　　　　　　完成図の様式等　　Ａ３縮小二つ折り製本　　※３部　　・（　　）部

［1.7.2］

［表1.7.1］

　　　　　　　　　　　　　　　Ａ２二つ折り製本　　　　※１部　　・（　　）部

　　　　・作成しない

保全に関する資料　・作成する（提出部数　※１部　・（　　　）部）　

　　　　　　　　　※作成しない

撮影箇所及び方法については，「工事写真の撮り方（改訂第二版）建築偏」による。

下記のものを監督職員に提出する。ただし，原版は撮影業者の保管とする。

区　分 分　類 規　　格 部　数 備　考

着工前
※ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

・カメラ

全景：ｷｬﾋﾞﾈｻｲｽﾞ

部分：ｻｰﾋﾞｽｻｲｽﾞ

※  1 部

・(　)部

・

・

工事中

（検査状況）

※ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

・カメラ
ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽｻｲｽﾞ

※  1 部

・(　)部 ・

・

完成時

（出来形時）

※ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

・カメラ

全景：ｷｬﾋﾞﾈｻｲｽﾞ

部分：ｻｰﾋﾞｽｻｲｽﾞ

※  3 部

・(　)部

外観4面/棟　内部全状況

・

実態調査用 ※ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽｻｲｽﾞ ※  2 部 外観4面/棟

・完成時写真　・工事中写真　・着工前写真電子データ

※電子データは，RBG（フルカラー），JPEG形式最高画質とし，CD-ROMにて提出する。

　完成は各面・工法毎に全箇所撮影する。

※各工法の施工状況（施工中の写真は、同じ番号で工事写真を撮影のこと。）

改修工法の種類 撮影する施工状況

　ひび割れ部改修工法 ・マーキング　・下地処理　・注入孔墨出し　・座金取付　・シール

・シリンダー取付状況　・注入状況　・仕上状況

・マーキング　・はつり　・清掃　・鉄筋の錆落とし　・防錆材塗布

・ステンレスピン打　・ポリマーセメントモルタル充填

・仕上げ厚又は全塗厚が厚い場合の施工状況

　欠損部改修工法

　浮き部改修工法 ・マーキング　・穴あけ（ドリル使用）　・清掃　・エポキシ樹脂注入

・ステンレスピン注入　・エポキシ樹脂注入後の浮き確認　・表面処理

完成写真の撮影業者　　　　　　　　　　　　　※監督職員の承諾する撮影者　　・監督職員の承諾する撮影業者

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

※図示　　・設計ＧＬ＝現状ＧＬ

低騒音型，低振動型建設機械指定要領に基づき指定された建設機械を使用する。

適用工事（土，地業，コンクリート，舗装，植栽，取りこわし等）

この工事については部分使用は　　・有（図示　　　）　　・無

この工事については一部完成は　　・有（図示　　　）　　・無

この工事については，中間検査を　　・行う　　・行わない

（以下「防除」という）による。

この項目に記載の（防　　　）内表示番号は，防除の当該項目を示す。

※使用薬剤は，協会認定薬剤のうち，非有機リン系薬剤とする。

※工事施工者は，原則として協会登録施工業者とする。

※土壌処理

　
　処理の適用分　　※行う　　・行わない (防 1.2) 

　処理の方法　※帯状散布法，面状散布法の一つ又はその組み合わせによって行う。 (防 1.3.(1)) 

・木材処理

　処理の適用分　　※行う　　・行わない

　処理の方法　※吹付け処理法，塗布処理法の一つ又はその組み合わせによって行う。

(防 1.2) 

(防 1.3.(2)) 

※処理の箇所

　・木造の場合

　　※1.4. (2)①～⑥及び⑧に規定する箇所

　　・陸梁，合掌，小屋梁，間仕切，桁，火打梁などと敷桁又は軒桁との仕口面

　　・２階梁，火打梁と胴差との仕口面

　・木造以外の場合

　　※1.4. (2)⑦に規定する箇所

　　・２以上の階の床面より１ｍ以内にある木部でコンクリート，石，レンガに接する面

※保証書及び期間

　白蟻防除工事について，下記事項を記載した５年保証書を提出すること。なお，保証書については元請

　業者と白蟻防除工事施工業者と連帯とする。

　(ｱ)工事名称  (ｲ)建物の所在地　(ｳ)建物の構造･用途･面積　(ｴ)白蟻防除工事の施工面積　(ｵ)防除処理

　別並びに使用薬剤名,製造者名,施工年月日　(ｶ)登録施工業者会員名簿　(ｷ)施行した防除士の氏名及び

　登録番号･取得年月日･登録年月日　(ｸ)保証期間

※工事施工にあたり，協会発行「しろあり防除施工における安全管理基準」を遵守すること。

製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　                                      　　）

施工箇所　　※図示による　　　・（　　　　　　）

内部足場　　※脚立、足場板等　・（　　　　　　） ［2.2.1］

［2.2.1］［表2.2.1］外部足場

　　種別　　※Ａ種（手すり先行型足場）　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

　　　　　　・防護シートによる養生　

　　　　　　・防音シートによる養生　

材料、撤去材等の運搬 ［2.2.1］［表2.2.2］

      　　　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

既存部分の養生　　　　　　・行う　　　　・行わない

　　養生方法　　　　　　　※ビニルシート等による　　・（　　　　　） ［2.3.1］

［2.3.1］既存家具等の養生　　　　　※ビニルシート等による　　・（　　　　　）　

開口部の養生　　　　　　　・行う　　　　・行わない

養生方法　　　　　　　　　・合板張りによる　　　・（　　　）

　　　　　　　　　　　　　・設置範囲　　※図示　・（　　　）

固定された備品、机、ロッカー等の移動 ［2.3.1］

　　　　　　　　　　　　　※行わない　　・行う（図示）

［2.3.2］［表2.3.1］仮設間仕切り等の種別

種　別 材質 仕上げ

 ・A種  ・せっこうボード厚9.5両面張り　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ（　　）  ・片面塗装

 ・片面塗装 ・合板厚9両面張り　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ（　　）

 ※B種  ・せっこうボード厚9.5片面張り　　　・合板厚9片面張り

 ・せっこうボード厚9.5（内部面）+ 合板厚9（外部面）

 ※シート張り ・C種

 ・仮設扉　　　　　・合板張木製扉　　　　　　・　　　　　　　　　・　　

　　―

・設ける   　　・設けない ［2.4.1］

　（ 面積規模（　　　　　）㎡程度 ）

仕上げの程度、設置する備品等の種類及び数量は現場説明書による。

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない　

構内既存の施設　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない　

規格　※下図による　・監督職員の承諾による

材質　※県産杉板　　・監督職員の承諾による

工 事 名　　　　　　　　　　　  　　　　工事

発 注 者

設 計 者

監 理 者

施 工 者

※設置位置は、監督職員との協議による。また取付けは、強風に対し安全な工法とする

種別　　・A種　　※B種　　・C種　　・D種 [3.2.3］[表3.2.1] 

　　C種の場合（発生場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　 　（連絡先　　　　　 　               　　　　　　　）

　　　　　 　（運搬　　　・発生原因者側　　・本工事　　　  km  ）

※構外指示の場所

　　受け入れ場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

［3.2.5］

　　受け入れ場所での処置（・敷きならし　※たい積 ）

　　搬出距離（　　　　　　　）㎞

上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督職員と協議のうえ決定する

・構内指示の場所（・敷きならし　・たい積 ）

施工標識　※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

改修用ドレン（POAS,POAS1,POD,PODI,POS,POSI,POXの場合）

　　取り付け方法等は、ルーフィング類製造所の仕様による

※改修標仕3.1.3(e)(1)～(3)による [3.1.3]  

既存保護層の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　）　・行わない

既存防水層の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　）　・行わない

[3.2.3.4.6]  

露出防水層表面の仕上げ塗装除去　　・行う（・M4AS・M4AS1・M4C・M4DI・L4X）　・行わない

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　※図示　・　

屋根保護防水 [3.3.2～4.3.3.5]  

　防水層の種別

工法 種別 施工箇所 断熱材 Ｇ 絶縁用ｼｰﾄ 立上り部の保護

・Ｐ２Ａ  ・Ａ-１

 ※Ａ-２

 ・Ａ-３

・Ｐ１Ｂ  ・Ｂ-１

 ※Ｂ-２

 ・Ｂ-３

 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

 厚さ0.15mm以上

 ・　

 ※乾式　保護材

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ 押え

 ・れんが 押え

・Ｐ２ＡＩ  ・ＡＩ-１

 ※ＡＩ-２

 ・ＡＩ-３

　（材質）

 ※JIS A 9511によるA種押出

 法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温

 板3種b（ｽｷﾝあり）

 ・　　

（厚さ）※25mm ・　

 ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

 70g/㎡程度

 ・

 ・ＢＩ-１

 ※ＢＩ-２

 ・ＢＩ-３

・Ｐ１ＢＩ

・Ｔ１Ｂ１

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　※改修標仕表3.3.3から表3.3.9による　・　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　※改修標仕表3.3.3から表3.3.9による　・　

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　

　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　

・乾式保護材

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ養生したもの

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの

 （品質・性能・試験方法）

　建築材料等品質性能表による

屋根露出防水

高日射反射率防水の適用 Ｇ　　　・有　※無

　防水層の種別

工法 種別
施工
箇所

断熱材 Ｇ
種類

仕上塗料

使用量
備考

・Ｍ４Ｃ

 ・C-1

 ※C-2

 ・C-3

 ・C-4

・　

・製造所の

  指定による

・　

・製造所の

  指定による

・Ｍ３Ｄ

・ＰＯＤ

 ・D-1

 ※D-2

 ・D-3

・製造所の

・　

  指定による

・　

・製造所の

  指定による

 脱気装置

・設ける・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける・設けない

 ・D-4

・ＰＯＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・Ｍ４ＤＩ

 ・DI-1

 ※DI-2

　（材質）

 ※JIS A 9511によるA種硬質

 ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種

 1号又は2号で透湿係数を除く

 規定に適合するもの

 ・　　

（厚さ）※25mm ・　

・　

・製造所の

  指定による

・　

・製造所の

  指定による

 脱気装置

・設ける・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける・設けない

脱気装置の種類及び設置数量

　※アスファルトルーフィング類製造所の指定による

　・脱気装置の種類：　　　　　　、設置数量：　　　個/㎡

　※図示

屋内防水

工法 種別

・Ｐ１Ｅ

・Ｐ２Ｅ

 ・Ｅ-１

 ※Ｅ-２

施工個所 備考

 保護層　　・設ける

 　　　　　・設けない

押え金物の材質及び形状

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度

屋根排水溝　※図示　　・　

高日射反射率防水の適用 Ｇ　　　・有　※無

　防水層の種別 [3.4.2] 

備考断熱材 Ｇ施工箇所種別工法

　・M4AS

 ・AS-T1

 ・AS-T2

 ・AS-Ｊ3

　・M3AS

 ・AS-T3

 ・AS-T4

 ・AS-J2

 脱気装置

・設ける・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける・設けない

　・P0AS

 ・AS-T3

 ・AS-T4

 ・AS-J2

 ・AS-J4

 脱気装置

・設ける・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける・設けない

　・M3ASI

　・M4ASI

　・P0ASI

 ・ASI-T1

 ・ASI-J1 　（材質）

 ※JIS A 9511によるA種硬質

 ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種

 1号又は2号で透湿係数を除く

 規定に適合するもの

 脱気装置

・設ける・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける・設けない

 防湿層

・設ける・設けない（厚さ）※25mm ・　

 ・　　

仕上塗料　　※カラー　　・シルバー

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改修標仕表3.4.1から表3.4.3による　・　

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改修標仕表3.4.1から表3.4.3による　・　

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改修標仕表3.4.1から表3.4.3による　・　

脱気装置の種類及び設置数量

　※改質アスファルトシートの製造所の指定による

　・脱気装置の種類：　　　　　、設置数量：　　　　個/㎡

押え金物

　※改質アスファルトシート製造所の仕様による
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11．下請工事における管内（市内）建設業者の優先使用

　　いちき串木野市が発注する建設工事等（以下「市工事等」という。）において，暴力団関係者による不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」

　という。）を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、その旨を遅滞なく市（発注者）及び警察に通報すること。

　　市工事等において、暴力団関係者による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、市（発注者）と協議

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　令和4年版）

・石綿障害予防規則等の一部を改正する省令（平成26年11月28日厚生労働省令第131号）

・大気汚染防止法の一部を改正する法律（令和2年6月5日）

下記により適用する技能士については、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をする

とともに、他の技能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う。

スチレン（学校施設については，パラジクロロベンゼンを加えた６物質）の濃度を測定し、報告すること。

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

　　測定対象室　　　・1階　仮眠室　・1階　通信仮眠室　・2階仮眠室

　　測定箇所数　　　・1階　仮眠室　・1階　通信仮眠室　・2階仮眠室

１

※100×125以上の原板を使う場合には，監督職員にあらかじめべた焼きを提出し確認を受ける。

※外壁改修工事の施工状況は、工法毎に各面（東、西、南、北、階段室、屋上塔屋等）２箇所程度とし、

工事施工に際し、既存部分を汚染又は損傷した場合は監督職員に報告するとともに承認を受けて現状に

準じて補修する。

行う場合は，工事の進捗率が概ね50%に達した時期又は，躯体工事中（とりこわし工事完了時，配筋又

は鉄骨建方完了時）及び内装工事等施工途中を検査の目安とし，工事受注者は検査の希望日を監督職員

と協議の上，発注者に申し出ること。

この工事については，(公社)日本しろあり対策協会（以下「協会」という）発行「防除施工標準仕様書」

10

市ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ　150×150程度

工　  期　令和　年　月　日 ～ 令和　年　月　日

POS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の補修

及び処置　※改修標仕3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による　・　

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

消防本部感染症防止対策改修工事



耐凍害性

無有
備考

再生材の

工事名称

図面名称 縮尺

作成年月日 図面番号Nakazato Design Office
一級建築士事務所

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号

特 記

－

２ ２

[4.2.2] 

　　 ④注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法のエポキシ樹脂注入の箇所

・

―

　・　

　・　
―

　・　 　・　

　・　

　・　

―

――

―

・

・

・

・・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・・

・

・

・

（mm）

・

・

・

・ ・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

　・　

―

　※ 25

　・　

　・　

９

とい

シーリング

２

１

３

４

５

タイルの形状、寸法等

浮き部改修工法

欠損部改修工法

既存タイル張りの撤去

ひび割れ部改修工法２

１

３

４

６

５

５

４

３

２

１

２

１

下地調整材

及び下地処理

所要量の確認

浮き部改修工法におけ

の接着強度の試験

るエポキシ樹脂注入後

ラリー注入後の接着強

るポリマーセメントス

浮き部改修工法におけ

度の試験

既存塗膜等の除去

仕上げ塗材仕上げ

マスチック塗材塗り

合成高分子系

防水

７

ルーフィングシート

８ 塗膜防水

11

12 保証書及び期間

アルミニウム製笠木

６

ひび割れ部改修工法１

欠損部改修工事２

既存モルタル塗り

の撤去

１

ひび割れ部改修工法２

浮き部改修工法

３

４

欠損部改修工事

4-2

4-1

4-3 4-3

4-4

4-5

Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類 無有

役物

特注標準

色

施ゆう無ゆう 適用 Ｇ

うわぐすり吸水率による区分形状寸法

A - 3

建築改修工事特記仕様書２

10

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号 2023/03/05

３

防
水
改
修
工
事（

続
き）

高日射発射率防水の適用 Ｇ　　　・有　※無

　防水層の種別

[3.5.2] [表3.5.1.2] 

工法

　・POS

　・S4S

種別

 ・S-F1

 ・S-F2

 ・S-M1

 ・S-M2

施工
箇所

 ・S-M3

断熱材 Ｇ
仕上
塗料

備考

 脱気装置・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ ・設ける・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

　・S3S

・設ける・設けない

・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ

 脱気装置

・設ける・設けない

 脱気装置

・設ける・設けない・ｼﾙﾊﾞｰ

・ｶﾗｰ ・S-M1

 ・S-F2

 ・S-F1

　・M4S

 ・S-M2

 ・S-M3

　・P0SI

　・S3SI

　・S4SI

　・M4SI

 ・SI-F2

 ・SI-F1 　（材質）

（厚さ）・25mm ・　

 ・　　

・ｼﾙﾊﾞｰ

・ｶﾗｰ  脱気装置

・設ける・設けない

 改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける・設けない

　（材質）

 温板

 ・　　

（厚さ）※25mm ・　

 ・SI-M2

 ・SI-M1

 ※JIS A 9511によるA種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

 保温材の密度及び熱伝導率の規格に

 適合するもの

 ※JIS A 9511によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

保温材の保温板2種1号又は2号で透湿

 係数を除く規定に適合するもの又は

 A種押出し法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保

ルーフィングシートの種類及び厚さ　※改修標仕表3.5.1から表3.5.2による

絶縁用シートの材質　　　　　※発砲ポリエチレンシート　　・　

脱気装置の種類及び設置数量　※ルーフィングシート製造所の指定による

既存防水下地がPCコンクリート部材の場合の処理

　　　　　　　　　　　　　　・脱気装置の種類：　　　　　　、設置個数：　　　　個/㎡

　目地処理　・行う（工法　　　　　　　　　　　）　　・行わない

　入隅部の増張り　・行う（S-F1,SI-F1の場合）　　　　・行わない

高日射反射率防水の適用 Ｇ　　・有　※無 [3.6.2] 

　・POX

工法 種別

　※X-1

施工箇所 仕上塗料

 ・ｶﾗｰ

 ・ｼﾙﾊﾞｰ　・X-2

　・

 改修用ドレン　・設ける　・設けない

 脱気装置　　・設ける　・設けない

備考

　・L4X 　・X-1

　・

　※X-2

 ・ｶﾗｰ

 ・ｼﾙﾊﾞｰ

 脱気装置　　・設ける　・設けない

　・P1Y 　※Y-2

　・

 保護層　　・設ける　※設けない

　・P2Y 　※Y-2

　・

 保護層　　・設ける　※設けない

脱気装置の種類及び設置数量　　※主材料製造所の指定による

　　　　　　　　　　　　　　　・脱気装置の種類：　　　　　　、設置個数：　　　　個/㎡

[3.7.2、8] シーリング改修工法の種類

　・シーリング充填工法

　・シーリング再充填工法

　・拡幅シーリング再充填工法

　・ブリッジ工法

　　ボンドブレーカー張り　　・適用する　　・適用しない

　　エッジング材張り　　　　・適用する　　・適用しない

シーリング材の種類、施工箇所

　下表以外は、改修標仕表3.7.1による

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

シーリング材の目地寸法　※改修標仕3.7.3(a)(1)～(3)による

接着性試験　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験 [3.7.8] 

[3.8.2、3] 

備考施工箇所径材種種別

 ・硬質ポリ塩化ビニル管

 ・配管用鋼管

 ・ステンレス鋼管

 ・硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）

 ・

　たてどい

　軒どい

 SUS304、厚2

ルーフドレン

種別 施工箇所

　・ろく屋根用（・縦型　・横型）

　・バルコニー用

　・バルコニー中継用

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※図示　・　

鋼管製といの防露巻き　※改修標仕表3.8.5による　・　

とい受金物　※ステンレス製　　・鋼製（亜鉛めっき）

ルーフドレンの取付け　※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填

施工箇所 種類 製品幅 呼称肉厚 表面処理 皮膜・複合皮膜

[3.9.2] 

 ※AA15又はB

 ・A1

 ・A2 　B-1種

 　又は

 ※A-1種

 ・（　　　） ※2.0以上

 ※2.0以上

 ※2.0以上

 ※1.8以上

 ※1.6以上 ※260～240

 ※300

 ※350

 ・（　　　　　）

 ・（　　　　　） ・板材折曲げ形

 ・（　　　　　）

 ・押出350形

 ・押出300形

 ・押出250形

既存笠木等の撤去　　・行う（範囲　　・図示　　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　・行わない

下地補修の工法　※図示

板材折曲げ形の笠木の取付工法　※図示　　・　

棟上避雷導体システム　　※無　　・有

防水工事の施工について、10年保証を提出すること。なお、保証書は元請業者と施工業者の連帯とする。

(シーリングを除く)

（品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による

（品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による

（品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による

（性能）　建築材料等品質性能表による

[4.2.2] 

[4.2.2] 

[4.2.2] 

[4.2.2] 

[4.2.2] 

耐久性

（劣化曲げ強さ）

4.9Ｎ/mm 以上１５％以下

（７２時間）

吸水性曲げ性能

（材齢２８日）

4.9Ｎ/mm 以上
２

（材齢２８日）

引張接着性

0.49Ｎ/mm 以上３％以下

（収縮)

長さ変化率広がり速度

（cm/s)

３以上

保水係数　　０.３５～０.５５

粘調係数　　０.５０～１.００

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和

剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による

可とう性エポキシ樹脂

パテ状エポキシ樹脂

エポキシ樹脂モルタル

ポリマーセメント

　　　　　モルタル

ポリマーセメント

　　　　　スラリー

既製調合モルタル

・樹脂注入工法

注入量(ml/m)

[4.2.2] [4.3.4～6] 

　※130 ・　

・　

　※40　・　

　※70　・　

　※130 ・　

　・　

　・150～250　・　

　・100～200　・　

　・50～100　 ・　

　※200～300　・　

注入口間隔(mm)ひび割れ幅(mm)

0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0以下

　　注入工法

　・機械式エポキシ樹脂

　　注入工法

　・手動式エポキシ樹脂

　　樹脂注入工法

　※自動式低圧エポキシ

工法の種類

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形

コア抜取り検査　・行う　　※行わない

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・　

　抜取り部の補修方法　※図示　・　

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

　　充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う　・行わない

　・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂　・可とう性エポキシ樹脂

※充填工法

　　※エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル　　・　

[4.2.2] [4.3.7] 

・行う（・全面　※図示の範囲）

・樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm)

[4.4.2] [4.4.5～7] 

注入量(ml/m)

・　

　※130 ・　

　※40　・　

　※70　・　

　※130 ・　

　・　

　・150～250　・　

　・100～200　・　

　・50～100　 ・　

　※200～300　・　0.2以上～1.0以下

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0以下

　　注入工法

　・機械式エポキシ樹脂

　　注入工法

　・手動式エポキシ樹脂

　　樹脂注入工法

　※自動式低圧エポキシ

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形

コア抜取り検査　・行う　　※行わない

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・　

　抜取り部の補修方法　※図示　・　

・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材

　　充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う　・行わない

　・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂　・可とう性エポキシ樹脂

[4.4.2] [4.4.8、9] ・充填工法

　※エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　　）

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　・　

[4.2.2] [4.4.10～15] 

充填量 注入量

（ml/箇所）工法の種類

　・アンカーピンニング部分

　　エポキシ樹脂注入工法

　・アンカーピンニング全面

　　エポキシ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

（本/㎡）

一般部

　※ 16

　・　

指定部

　※ 25

　・　

　※ 20　※ 13

　・　

　※ 12

　・　

―

一般部

（箇所/㎡）

注入口の箇所数

指定部

―

　※ 20

　・　

　・　

　※ 25

（ml/箇所）

―

　※ 50
―

　・　

　※ 20

　・　　・　

　※ 12　※ 20

　・　

　※ 13

　・　　　ポリマーセメントスラリー注入工法

　・アンカーピンニング全面

　・注入口付アンカーピンニング部分

　　エポキシ樹脂注入工法

　※ 9

　・　

　※ 16

　・　
― ―

　・　

　※ 25
―

―
　※ 25

　・　

　※ 16

　・　

　※ 9

　・　

　※ 16

　・　

　※ 9

　・　

　・注入口付アンカーピンニング全面

　　エポキシ樹脂注入工法

　・注入口付アンカーピンニング全面

　　ポリマーセメントスラリー注入工法

　※ 9

　・　

　※ 16

　・　

　※ 9

　・　

　※ 16

　・　
―

　※ 50

　・　

―

――

――

――

――

――

―　・充填工法

　・モルタル塗替え工法

アンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

　・　

注入口付アンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

充填工法

　※エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　　　　）

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　　※図示　　・　

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲

　撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

改修箇所　　※既存タイル張り面

　　　　　　・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

［4.2.2] [4.5.5、6] 

・樹脂注入工法 

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入量(ml/m)

　※200～300　　※自動式低圧エポキシ

　　樹脂注入工法

　・手動式エポキシ樹脂

　　注入工法

　・機械式エポキシ樹脂

　　注入工法

0.5以上～1.0以下

0.3以上～0.5未満

0.2以上～0.3未満

注入口間隔(mm)

0.2以上～1.0以下

　・50～100　 

　・100～200　

　・150～250　 　※130 ・　

　※70　・　

　※40　・　

　※130 ・　

エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形

コア抜取り検査　・行う　　※行わない

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・　

　抜取り部の補修方法　・図示　・　

・Ｕカットシール材充填工法（既存タイル張り撤去面）

　・シーリング材

　　充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・　

　　ポリマーセメントモルタルの充填　※行う　・行わない

　・可とう性エポキシ樹脂

［4.2.2] [4.5.7、8] ・タイル部分張替え工法

　接着剤の種類

　・ポリマーセメントモルタル

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成ウレタン樹脂系

・タイル張替え工法

　接着剤の種類

　・ポリマーセメントモルタル

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成ウレタン樹脂系

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

　位置　※改修標仕表4.5.1による　・　

タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　・行う　・行わない

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

　タイル張りの工法

　　外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

・有機系接着剤による陶磁器質タイル張り

　シーリング材の種類

　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　・　

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・　

[4.2.2] [4.5.9～15] 

工法の種類

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数

（本/㎡）

一般部

（箇所/㎡）

注入口の箇所数 注入量

　・アンカーピンニング部分

　　エポキシ樹脂注入工法

　・アンカーピンニング全面

　　エポキシ樹脂注入工法

　・アンカーピンニング全面

　　ポリマーセメントスラリー注入工法

　・注入口付アンカーピンニング部分

　　エポキシ樹脂注入工法

　・注入口付アンカーピンニング全面

　　エポキシ樹脂注入工法

　・注入口付アンカーピンニング全面

　　ポリマーセメントスラリー注入工法

　・注入口付アンカーピンニング

　　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

　・充填工法

　・モルタル塗替え工法 ―

―

　・　

　・　

　※ 9

　・　

　※ 9

　・　

　※ 9

　・　

　※ 13

　・　

　※ 13

　・　

　※ 16

指定部

　※ 25

　・　

　※ 20

　・　

　※ 20

　・　

　※ 16

　・　

　※ 16

　・　

　※ 16

　・　

　・　

―

― ―

―

―

　・　

　※ 9

　※ 9

―

　・　

　※ 12

　※ 12

―

一般部 指定部

―
　・　

　※ 20

　※ 20

　・　

―

　※ 16

　・　

　※ 16

　※ 25

―

　※ 25

　・　

　※ 25

―

　※ 25

（ml/箇所）

充填量

（ml/箇所）

―

　※ 25

　※ 50

　・　

―

―

　※ 50

　・　

―

―

―

アンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの　　・　

注入口付アンカーピン

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm

・タイル部分張替え工法

　接着剤の種類

　・ポリマーセメントモルタル

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成ウレタン樹脂系

・タイル張替え工法

　接着剤の種類

　・ポリマーセメントモルタル

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　・JIS A 5557による一液反応硬化形変成ウレタン樹脂系

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　・行う

　位置　※改修標仕表4.5.1による　・　

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

　タイル張りの工法

　　外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り　・改良積上げ張り

　　外装ユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　シーリング材の種類

・有機系接着剤による陶磁器質タイル張り

　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　・　

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　・　

目地改修工法 ・目地ひび割れ部改修工法

・伸縮目地改修工法

　伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示　・　

[4.5.16] 

[4.2.2] 

主な用途による区分

施工箇所

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

・モルタル塗りのコンクリート素地面の処理　・MCR工法　・目荒し工法（高圧洗浄）　・　

・壁タイル張りの工法

　　外装タイル　※密着張り　・改良積上げ張り　・改良圧着張り

　　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

・既製調合モルタル
　　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして,セメント,細骨材,混和材等

　　を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

　 （品質・性能・試験方法）

　　建築材料等品質性能表による

［4.4.10] [4.4.11] [4.4.13～14] ※行う　　・行わない

１．試験方法

　①　試験箇所は、監督職員の指示により１棟につき１箇所以上かつ合計で３箇所以上選び出し引張試験

　　を行う。
　②　注入後７日間以上たってから、モルタル約40mm角又は内径48mmに躯体（コンクリート）に達するま

　　でコンクリートカッター又はコアカッターで切断し、その面に引張治具（アタッチメント）を接着し、

　　建設省建築研究方式簡易引張り試験機又は日本建築仕上学会試験機により引張試験を行う。

２．確認事項
　　　引張強度試験終了後、次のいずれかであることを確認する。又、試験終了後、試験体の切断が躯体

　　に達するまで行われていたかをはつって確認する。なお、異常が認められた場合は監督職員へ報告し、

　　その指示を受ける。

　a　コンクリート破壊

　b　モルタル破壊

　c　引張り強度

　　 ①アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法の場合

　　 ②注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法の場合

　　 　1.2Ｎ/mm2 {12.2kgf/cm2}以上

　　 ③アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法のエポキシ樹脂注入の箇所

　　 　0.6Ｎ/mm2 {6.1kgf/cm2}以上

　　 ⑤アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法のピン併用エポキシ樹脂注入の箇所

　　 　1.2Ｎ/mm2 {12.2kgf/cm2}以上

※行う　　・行わない

１．試験方法

　①　注入箇所を養生完了後、打診ハンマーを用いて打診する。

　②　上記診断状況により,４－４章１項による建設省建築研究方式簡易引張試験機又は日本建築仕上

　　学会試験機により接着力試験を行う。試験箇所は,監督職員の指示により,１棟につき１箇所以上

　　選びだす。

　　（１箇所につき３点の試験を行い、その平均値を接着強度とする。）

２．確認事項

　①　注入が良好な状態で行われているかを確認する。

　②　接着強度は1.0Ｎ/mm2 {10.2kgf/cm2}以上とする。

工程ごとの所要量の確認　※改修標仕表4.6.1による [4.6.2] [表4.6.1] 

［4.6.3] 

工　法

　・サンダー工法

　・高圧水洗工法

　・塗膜はく離剤工法

　・水洗い工法

※既存仕上面全体　・30%　・50%

処理範囲

※既存仕上面全体　・（　　　　　　）

※既存仕上面全体　・（　　　　　　）

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体　

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

下地の補修

・行う　

・行う　

・行う　

・行う　

加圧力

　・30～100Mpa程度　

　・100～250Mpa程度

　・10～30Mpa程度　

※下地調整塗材（・C-1　・C-2　・CM-2)

・ポリマーセメントモルタル

・防水形仕上げ塗材主材

［4.6.4] 

[4.6.5] 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

新規仕上塗材に種類

種　　類

　・薄付け仕上塗材

呼び名

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

防火

材料

・

・

・

―

・

・

仕上げの形状及び工法等

　・砂壁状

　・ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）

　・さざ波状

　・平たん状

　・凹凸状（・吹付け・こて塗り）

　・着色骨材砂壁状（・吹付け・こて塗り）

　・砂壁状じゅらく

　・京壁状じゅらく

　増塗材

　　・適用する　・適用しない

　・厚付け仕上塗材

　・複層仕上塗材

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＲＳ ―

―

―

―

―

―

・

・

・

・

・ 　・吹放し　・凸部処理　・平たん状

　・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

　上塗材　・適用する　・適用しない

　・ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）

　・凸部処理　・凹凸模様

　上塗材

　　耐候性　※　耐候形３種　・　

　　溶媒　※水系　・溶剤系

　　樹脂　※アクリル系　・　

　　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　　・メタリック

　増塗材

　　・適用する　・適用しない

　・可とう形改修用

　　仕上塗材

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

・

・

・

　・平たん状

　・さざ波状

　・ゆず肌状

種別　　・Ａ種　・Ｂ種 [4.6.6] 

消防本部感染症防止対策改修工事
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工事名称

図面名称 縮尺

作成年月日 図面番号Nakazato Design Office
一級建築士事務所

中里建築設計事務所

〒896-0031
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設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
－建築改修工事特記仕様書３

A - 4

　　　・Ａ種

　　　・Ｃ種

　　　・Ｄ種

　　　※Ｂ種

適用箇所　　表面仕上げの種別

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

間伐材等

の適用

　・　

施工箇所

・適用しない

・適用する

防虫処理表面の化粧加工
厚さ

(mm)

・有り（加工　・天然木加工・塗装加工）

・無し（等級：　　　　　　　）

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

　・　

施工箇所

 ※14%以下

含水率
間伐材等

の適用

・適用しない

・適用する・有り

（加工　・天然木加工・塗装加工）

厚さ

(mm)
表面の品質 防虫処理

・無し（　　　　　　　　　　　）

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　

・普通合板 Ｇ

厚さ

(mm)

表板

の樹種名
防虫処理 難燃処理 防炎処理

※5.5

・

 ・ﾗﾜﾝ

 ・しな

 ・

 ※1種

 ・2種

 広葉樹

接着

の程度
板面の品質

 針葉樹

 ・

　・　

 ※C-D以上

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
等級 形状

 ※2級・　

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
等級 形状

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
等級 形状

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

・「製材の日本農林規格」以外の製材

間伐材等

の適用

寸法

(mm)
材面の品質

（※A種 ・B種）

 造作材の場合

（　　　　　）

・適用しない

防虫処理

・適用する ・適用する

・適用しない

難燃処理樹種

 ※A種・B種・　

含水率施工箇所

間伐材等

の適用

　・　

間伐材等

の適用

　・　

間伐材等

の適用

　・　

含水率

含水率

含水率

 ※A種・B種・　

 ※A種・B種・　

 ※A種・B種・　

　・　

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

・代用樹種を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　　）

化粧薄板

の厚さ(mm)

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

樹種施工箇所
寸法

(mm)
見付け材面の品質

 　※1等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

間伐材等

の適用

間伐材等

の適用

　・　

化粧薄板

の樹種

芯材

の樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)
見付け材面の品質

　・　

間伐材等

の適用

　・　

化粧薄板

の樹種

芯材

の樹種

寸法

(mm)

化粧薄板

の厚さ(mm)
施工箇所

施工箇所

樹種施工箇所
寸法

(mm)

間伐材等

の適用

　・　

見付け材面の品質 含水率

 ※A種・B種・　

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

間伐材等

の適用

化粧薄板

の樹種

芯材

の樹種
施工箇所

寸法

(mm)
含水率

見付け材

面の品質

 ※A種・B種・　

間伐材等

の適用

化粧薄板

の樹種

芯材

の樹種
施工箇所

寸法

(mm)
含水率

 ※A種・B種・　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成材

見付け材

面の品質 の厚さ(mm)

化粧薄板

 ※1等・　

 ・　

 ※1等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成材

　・　

 ※2級以上

厚さ

(mm)

　・　

強度等級防虫処理板面の品質
接着

の程度
等級

 ※12

 ・

 ※C-D以上

 ・ ・1級

 ※1類

　・マットスイッチ

　※光線（反射）スイッチ

　・熱線スイッチ

　・音波スイッチ

　・光電スイッチ

　・電波スイッチ

　・タッチスイッチ

　・押しボタンスイッチ

　・ペダルスイッチ

　・多機能トイレスイッチ

　・行う

　（適用箇所は

　　建具表による）

　※行わない

　・適用する

　・適用しない　　表5.8.1による

性能 防錆 センサーの種類 凍結防止

駆動力　　　　※電気式または電動油圧式　　　　　　・（　　　　　　　　　　　）

電源　　　　　※単相100V（過電流保護装置付）　　　・（　　　　　　　　　　　）

補助センサ　　※安全光線スイッチ１組　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　各開閉装置毎に補助センサを設ける

　※改修標仕

鋼板の厚さ　・改修標仕表5.5.1による　・　

性能等級

　簡易気密型　　・適用する

　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）

　　　　　　　　・適用しない

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・建具表による　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ Ｇ　　 ・適用する　断熱材の等級（・建具表による　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・適用する　面内変形追随性の等級（・建具表による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

鋼板　※亜鉛めっき鋼板　・ビニル被膜鋼板　・カラー鋼板

召合せ、縦小口包み板の材質　※ステンレス鋼板　・鋼板

　樹脂注入工法

　充填工法

　（ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ）

　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　ﾀｲﾙ張替え

　ｍ

　㎡

　㎡

　箇所

　0.2mm以上

　1.0mm以下

・100×100×30

・100×200×30

　コンクリート

　モルタル

　タイル

　コンクリート

　モルタル

　タイル

　コンクリート

　モルタル

　タイル

　コンクリート

　モルタル

　タイル

工法 単位 寸法等 既存仕上げ
棟名

―

　新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・　

　壁部分の開口の開け方　※図示　・　

新規に建具を設ける場合

　・建具表による　・　

　・建具表による　・　

　・建具表による　・　

　・建具表による　・　

　・建具表による　・　

　・建具表による　・　

・

・

・・

・

・

・ ・

・

・・

　・ステンレス製建具

　・鋼製軽量建具

・内部

・外部　・鋼製建具

　・樹脂製建具

　・アルミニウム製建具

適用箇所撤去工法かぶせ工法建具の種類

・適用する　適用箇所（・建具表による　・　　　　　　）

・適用しない

　・　　

種類 材種 線径 網目

　※16～18メッシュ

　網目寸法15mm　1.5mm

　・　

　※0.25mm以上

　・防鳥網

　・防虫網

　ステンレス(SUS304)線材

　・ステンレス(SUS316)製

　※ガラス繊維入り合成樹脂製

　・合成樹脂製

性能等級

　

防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・建具表による　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

断熱ドアセット、断熱サッシ Ｇ　　 ・適用する　断熱材の等級（・建具表による　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

耐震ドアセット　　　　　　　　　　・適用する　面内変形追随性の等級（・建具表による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

枠の見込み寸法　　・建具表による　・　

表面処理

　外部に面する建具　・A-1種　・A-2種　※B-1種　・B-2種　・　

　屋内の建具　　　※C-1種　・C-2種　・　　

結露水の処理工法　　・図示　・　

水切り板、ぜん板　※建具表による　・図示

網戸等

　外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　外部に面する建具　※Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　外部に面する建具　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　皮膜等の種類（※改修標仕表5.2.2による　・　　）

　　　　　　　　　　皮膜等の種類（※改修標仕表5.2.2による　・　　）

※適用しない

・適用する（　　　　　　）　適用箇所（・建具表による　・　　　　　　）

性能等級

　外部に面する建具　・Ａ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）　

　　　　　　　　　　・Ｂ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）　

　　　　　　　　　　・Ｃ種（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）　

　断熱ドアセット、断熱サッシ Ｇ　　 ・適用する　断熱材の等級（・Ｈ－４・Ｈ－５・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

枠の見込み寸法　・建具表による　・　

表面色　※標準色　・特注色

水切り板、ぜん板　※図示　・　

ガラス　※複層ガラス

　防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・Ｔ－１　・Ｔ－２)

材料

　※Z12又はF12　・　　

　※Y08　・　　　

めっき付着量 厚さ

　※標準仕様書表5.4.2による

　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　　　・適用する　面内変形追随性の等級（・建具表による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ Ｇ　　 ・適用する　断熱材の等級（・建具表による　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・建具表による　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　外部に面する建具の耐風圧性　　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　簡易気密型　　・適用する

鋼板

性能等級

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　・　

鋼板（屋内）　※SUS430　・SUS430JIL、SUS443J1、SUS304　・　

鋼板（屋外）　※SUS304　・SUS430JIL、SUS443J1　・　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　　　・適用する　面内変形追随性の等級（・建具表による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ Ｇ　　 ・適用する　断熱材の等級（・建具表による　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　防音ドアセット、防音サッシ　　　　・適用する　遮音性の等級（・建具表による　・　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　・S-6（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　・S-5（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　外部に面する建具の耐風圧性　　・S-4（建具符号：・建具表による　・　　　　）

　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・　　　　　）

　簡易気密型　　　・適用する

性能等級

　表面材の合板の種類

・フラッシュ戸

※規制対象外　・　

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

建具材の加工、組立時の含水率　※Ｂ種　・　

枠、くつずりの材料　　・建具表による　　・　

　見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　　

・紙張り障子

　見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　　

・戸ぶすま

　見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　　・　

　緑仕上　・塗り縁　※生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　上張り　・鳥の子　※新鳥の子又はビニル紙程度　押入等の裏側は雲花紙程度

　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

・ふすま

　見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・　

　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　）

・かまち戸

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・　

※シリンダー箱錠

　　※レバーハンドル　材質　※アルミニウム合金　・ステンレス　・黄銅

　　　　　　　　　　　座金　※丸座　・長座

　　・握り玉　　　　　材質　※ステンレス

・本締り錠

　（性能）

　　建築材料等品質性能表による

・空錠

　　※レバーハンドル　材質　※アルミニウム合金　・ステンレス　・黄銅

　　　　　　　　　　　座金　※丸座　・長座

　　・握り玉　　　　　材質　※ステンレス

・グレモン錠

　　　レバーハンドルの材質　※亜鉛合金　・ステンレス

　　　製造所　　※図示

・ピポットヒンジ

　　　カバー部の材質　　　　※ステンレス　・亜鉛合金

・フロアヒンジ

　　　・Grade1　※Grade2

　　　カバー部の材質　　　　※ステンレス

・ヒンジクローザー（丁番型）

　　　　材質　・鋼（焼付け塗装）

・ヒンジクローザー（ピボット型）

　　　　材質　・鋼（焼付け塗装）

・ドアクローザー

　　　・Grade1　※Grade2

　　　　材質　※アルミニウム合金

・押棒、押板

　　　　材質　・ステンレス　・黄銅　・合成樹脂

・アームストッパー

　　　　材質　・鋼（クロームめっき）　※ステンレス

・クレセント

　　　　材質　※建具製造所の仕様による

・排煙オペレーター（※埋込　・露出）

・マスターキー　※製作する（※新規　・既存にあわせる）

　※普通合板 Ｇ

　・天然木　化粧合板 Ｇ

　・特殊加工　化粧合板 Ｇ

　表面の樹種

　　生地、透明塗料塗り

　　不透明塗料塗り

　 （※しな程度　・　　　　　　）

　 （※ﾗﾜﾝ程度　 ・　　　　　　）

　板面の品質（　　　　　　）

　接着の程度（・1類　・2類 ）

　樹種名（　　　　　　 　　）

　化粧加工の方法

　（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装）

　表面性能（　　　　　　　）タイプ

　接着の程度（・1類　・2類 )

合板の種類 規格等 備考

　接着の程度（・1類　・2類 ）

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・　

　　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

　鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

スラット及びシャッターケース用鋼板

一般重量シャッターのシャッターケース　　・設ける　・設けない

電動式の場合の電源　　※三相200V　0.75kw以下（過電流保護装置付）

リモコンの有無　　　※無　　　　・有（リモコン個数　　　個）

開閉機能による種類　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

シャッターの種類 耐風圧強度 備考

　※危害防止機構

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

　耐風圧強度（　　　　　　　）N/㎡

　耐風圧強度（　　　　　　　）N/㎡

　・屋内用防煙シャッター

　・屋内用防火シャッター

　・外壁用防水シャッター

　・一般重量シャッター

性能　　　　※改修標準仕様書表5.9.1による

開閉形式　※手動式　・上部電動式（手動併用）　　

シャッターケース　※設ける　・設けない

耐風圧強度（　　　　）N/㎡

スラットの材質

　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板）

　　めっき付着量（※Z06又はF06　・　　　　　　　）

　　めっき付着量（※AZ90　・　　　　　　　）

スラットの形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

ガイドレール・座板の材質　※ステンレス（SUS304)  ・溶融亜鉛めっき鋼板

電動式の場合の危害防止機構　※有（障害物感知装置自動閉鎖型）

電動式の場合の電源　　　　　※単相100V(過電流保護装置付）　　・（　　　　）

　※JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板）

・熱線吸収板ガラス

 ・50

 ・75

 ・100

 ・125

区分

耐風圧

による区分

開閉方式

による区分

収納形式

の材質

ガイドレール

による区分

セクション材料

 ・電動式

 ・チェーン式

 ※バランス式

 　めっき鋼板

 ・溶融亜鉛

 ※ステンレス鋼板

 ・バーチカル形

 ・ローヘッド形

 ・スタンダード形

 ・ハイリフト形

　※スチールタイプ

　・ファイバーグラスタイプ

　・アルミニウムタイプ

 ・熱線吸収フロート板ガラス

 ・熱線吸収網入磨き板ガラス

　・１種　　　・２種 　・ブルー　・グレー　・ブロンズ

品種 性能 色調

・複層ガラス

・熱線反射ガラス

 ・断熱複層ガラス

 ・日射熱遮へい複層ガラス

 ・複層ガラス

　・１種

　・２種

　・３種

　・４種

　・５種

　U-1

　U-2

 ・U-3-1　・U-3-2

　E4

　E5

品種 断熱性 日射熱遮へい性

反射被膜面　・内面　・外面

映像調整　　・行わない　・行う

・耐熱強化ガラス

形式　　・30本入（　　）個　・60本入（　　）個　・120本入（　　）個　・　　本入（　　）個

鋼製市販品とし、監督職員の承諾による

ガラスの留め材及び溝の大きさ

色調材料板ガラスによる種類の名称

 ・フロート倍強化ガラス

 ・熱線吸収倍強化ガラス 　・ブルー　・グレー　・ブロンズ

　　　　　　　　―

 ・図示　・　

 ・図示　・　

 ・図示

 ・　

　　・　

　　・　

　※シーリング材（SR-1）

　※シーリング材（SR-1）

　　・　

　　・グレイジングチャンネル形

　・ガスケット

　※シーリング材（SR-1）

　ステンレス製

　鋼製及び鋼製軽量

　アルミニウム製

建具の種類

 ※改修標仕表5.13.1による

 ※改修標仕表5.13.1による

 ※改修標仕表5.13.1による

 ・

 ・グリーン　・グレー　・ブロンズ

 ・（　　　　　　）

 ・熱線反射タイプ

 ・熱線吸収タイプ

色調厚さ（mm）材料板ガラスの種類

・倍強化ガラス

　B種

　A種

 　色調（・ブロンズ　・シルバー）

 ・高性能熱線反射ガラス

 　色調（・ブルー　・グレー）

 ・熱線反射ガラス

耐久性断熱性品種

　・３種

　・２種

　・１種

６ 外壁改修数量表4-5

改修工法１

防火戸２

アルミニウム製建具４

３ 防犯建物部品

樹脂製建具５

６ 鋼製建具

鋼製軽量建具７

８ ステンレス製建具

９ 木製建具

建具用金物10

自動ドア開閉装置11

12 自閉式上吊り引戸装置

重量シャッター13

軽量シャッター14

15 オーバーヘッドドア

16 ガラス

鍵箱17

下地補修

既存床の撤去及び

改修範囲１

２

既存壁の撤去及び

下地補修

３

４ 木下地等の表面仕上げ

製材 Ｇ５

製材用集成材 Ｇ６

造作用単板積層材 Ｇ

床張り用合板等 Ｇ８

７

[5.2.2] [5.4.2～4] [表 5.4.2] 

[5.3.2～5] 

[5.2.3] 

[5.1.3] 

[5.7.2、3、4] 

[16.7.2～4] 

[5.2.2] [5.4.2] [5.6.2～4] 

[3.7] [5.13.2～4] [表5.13.1] 

[5.12.2、3] 

[5.11.2～4] 

[5.10.2、3] 

[5.9.3] 

[5.8.2、3] 

[6.5.2] 

[6.5.2] 

[6.5.2] 

[5.2.2、4、5] [表 5.2.2] 

[5.1.7] 

[5.1.4] 

　　ウム合金めっき鋼板）

　・JIS G 3317（溶融亜鉛-5％アルミニ

　※JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板

　A種　・B種

ガラス溝の大きさ（mm）ガラス留め材

施工箇所

 ※2等以上・1等

・構造用合板 Ｇ

施工箇所

 ・特類

表板の

樹種名

有効断面

係数比 の適用

間伐材等

・適用する

・適用しない （　　　　）

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

の適用

間伐材等

[6.5.2] 

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号 2023/03/05

外
壁
改
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事
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き）

[5.2.2] [5.5.2～4] ５

建
具
改
修
工
事（

続
き）

６

内
装
改
修
工
事

消防本部感染症防止対策改修工事

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

　※壁面より両側100mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

　※既存のまま　・図示

[6.1.3] 

ビニル床シート等の除去　　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）

　　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（・図示の範囲　・除去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　　・機械的除去方法　・目荒し工法

は、4章外壁改修工事による

[6.2.2] 

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　※改修標仕4.4.9によるモルタル塗り

　（塗り厚25mmを超える場合の補修　・行う　・行わない）

　・図示

[6.5.1] 

[6.3.2] 

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及びエポキシ樹脂モルタル



無ゆう施ゆう

単層フローリング Ｇ [6.11.2～7] 

工法種類 樹種
厚さ

(mm)
大きさ 仕上塗装

間伐材等

の適用

 ・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ  ・釘留め工法

　（根太張り）

 ・釘留め工法

　（直張り）

 ・接着工法

 ・　

 ※なら

 ・　

 ※なら

 ※なら  15

 ・12以上

 ・　

 ・12以上

 ・　  板長さ500以上

 板幅75

 板長さ500以上

 板幅75

 板幅75

 板長さ500以上

 ・塗装品

 ※無塗装品
　　・　

　　・　

 ・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ  ・接着工法

 ・モルタル埋込

　　　　　 工法  ・　

 ※なら

 ・　

 ※なら  15  303×303  ・塗装品

 ※無塗装品
　　・　

　　・　
 ※無塗装品

 ※303×303

 ・　 ・　

 ※15

 ・ﾓｻﾞｲｸﾊﾞｰｹｯﾄ  ・接着工法  ・　  ・　  ・　  ・塗装品

 ※無塗装品
　　・　

天然木化粧複合フローリング Ｇ

工事名称

図面名称 縮尺

作成年月日 図面番号Nakazato Design Office
一級建築士事務所

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
－建築改修工事特記仕様書４

A - 5

107

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

 ・　

 ・塗装品

　（根太張り）

　（直張り）

 ・　
　　・　

　　・　

 ・塗装品

 ※無塗装品

・適用する

※適用しない

 ・A種

 ・B種

 ※C種

 ※なら

 ※なら

 ・　

 板厚

 ・8以上　・　

 板幅

 ・75以上

 板長さ

 　900以上

 ・釘留め工法

 ・釘留め工法

 ・接着工法

種類 工法 樹種
(mm)

種別
間伐材等

の適用

合板類の板付け　　※B種　・A種

　※規制対象外　・　

合板類、MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

　　　　　　　　・ジョイコンパウンド（JIS A 6914）

遮音シール材　　※アクリル系またはウレタン系シーリング材

せっこうボード等の下地は図示による

(W)
GB-D

GB-F

GB-S

GB-NC

GB-R

DR

1.0FK

0.8FK

NW

HW

厚さ（mm）、規格等
記号

JIS
種　　類

　　JIS K 6903 による　（※1.2　　・　　　　）

　・突付け　・目透し

　※目透し

　・12.5（不燃）幅440mm程度　※9.5

　・12.5（不燃）　・15（不燃）

　・12.5（※準不燃　・不燃）

　※突付け

　　　　　　 　　　化粧有（トラバーチン模様）

　※9.5（不燃）　　化粧無（下地張り用） 

　※450×910　　　・910×910

　※910×2730　　　・910×1820

　※12.5（不燃）　・15（不燃）

　※突付け（べベルエッジ）　・継目処理

　※300×600　　・455×910

　・凹凸タイプ（・12（不燃）・15　・19　・　　）

　・フラットタイプ（・9（不燃）　 ※12　・　　）

　※突付け　・　

　　タイプ２（無石綿）　※6　・8

　・15　　・20　　※25　　・　

　・15　　・20　　※25　　・　

 ・メラミン樹脂化粧板

 ・化粧せっこうボード（木目）

 ・強化せっこうボード

 ・シージングせっこうボード

 ・不燃積層せっこうボード

 ・せっこうボード

 ・ロックウール化粧吸音板

 ・けい酸カルシウム板

 ・普通木毛セメント板 Ｇ

 ・硬質木毛セメント板 Ｇ

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

下地の種類　※ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン Ｇ ）

　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　　・生地のままﾜｯｸｽ塗り

　　　　　　　　　　・オイルステインの上、ﾜｯｸｽ塗り

　　　　　　　　　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　）

接着工法の場合の緩衝材　※合成樹脂発泡シート　・　

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外

防湿処理 仕上塗装

　　　　　　・標準仕様書　表12.6.1による床組　　　　・　　

　　模様（・柾目　・板目） 専用下地材有り

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能、標仕19章による。

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標仕19章による。

 ・　

 ・鋼板

 ・100程度

 ※60程度

 ・　

 ・ハンドル式

 ・プッシュ式

 ・部分電動式

 ・電動式

 ・手動式

 ・二方向　移動式

 ・平行方向　移動式

 ・36以上

 ・36未満

(dB/500Hz)

遮音性
表面仕上材

仕上げ

パネル表面
材質（mm）

総厚さ

操作方法

 圧縮装置の
操作方法構造形式

ハンガーレールの取付け下地の補強

　・図示

 ※焼付塗装

 ・壁紙張り

 ・　

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする。

移動間仕切の壁面当たり枠　　　※適用する（製造所の使用による）　　　・　

 　－

 ・図示

 ・図示

　　　　※ポリカボネード製　　大きさ　120×150程度　厚み　0.1程度

 ※34φ　　・　

種類形式

形式 備考

仕上材種形式

備考取付箇所
（程度）

商品名
ひだの種類開閉操作形式

取付箇所

寸法・　

の材種

ﾎﾞｯｸｽ･ﾚｰﾙ

（mm）

ｽﾗｯﾄ幅
スラットの材種操作方法

径 ブラケット

幅（mm）

径

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合　Ｇ

 　樹脂製ゴムタイヤ入り

 ※ステンレス製（SUS304）

 ・　

 ・　

 ・図示

 ・図示

 ・プレーンひだ、片ひだ

 ・プレーンひだ、片ひだ

 ・箱ひだ、つまひだ

 ・箱ひだ、つまひだ

 ・フランスひだ

 ・フランスひだ

 ・ひも引き

 ・電動

 ・電動

 ・ひも引き

 ・手引き

 ・手引き

 ・引分け

 ・引分け

 ・片引き

 ・片引き

 ・シングル

 ・ダブル

 ・ダブル

 ・シングル

・再使用する　　　　　・新設する

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

 ・　 ・電動
 ・　 ・ 100

 ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製 ・ クロススラット ・縦型
 ・ 80 ・手動

 ・ アルミスラット

 　－ ・電動

 ・　 ・操作棒式
 ・　 ・　 ・　 ・横型

 　 合金製 ・コード式 ・手動
 ※鋼製 ※ 25

 ※ アルミニウム ※ギヤ式

・再使用する　　　　・新設する

　　　　※塩ビ製　　　　　　　　大きさ　100×125程度　厚み　0.1程度

　　　JIS T 0921 に基づく点字の表示原則及び点字表示方法による

点字表示板（　　　　　）箇所

 （心材共） ※Ｏ型（２段）

 指づめ防止材共 アルミ合金製 ※40φ　　・　 ・Ｏ型（１段）

・既製手すり（樹脂製）

 ・　 ・　 ※35φ　　・　 ※２段

 ※CL ※タモ ・35φ　　※45φ　　・　 ・１段

・集成材手すり

　　　・ステンレス製 6×12     ・黄銅製 6×12　　4-31-2

　　　※ステンレス製 　型（幅40程度 ｱ 1.5）　　4-31-1

床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる

 ・なし  　　－
 ・埋込み工法 ・　

 ※接着工法  ・ステンレス製 ※約35
 ※あり

 ※ビニル製

取付け工法 端部フラットエンド材種

厚さ（mm）寸法（mm）種類施工箇所

材質

ドアエッジ、形状

形状形状

脚部
色柄表面材の種類

 ※300×300 ・　

 ※ アルミニウム製
 ※ 標準

 ・ ポリエステル樹脂系化粧板

 ※ メラミン樹脂系化粧板

 屋外

樹脂系点字鋲突起の形状・寸法及びその配列は JIS T 9251 に準拠する

樹脂系点字鋲の留付は、両面からの挟込みホック式または接着式

　　　色　　　　※黄色　　　・　

　　　寸法　　　・300角 　　※500角

・樹脂系点字鋲（タイルカーペット用）

ブロックパターンは、JIS T 9251 による

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

 ・7.0 ・　

 ※300×300 ・　

 ※300×300 ・　

 ※300×300 ・　

 ※300×300 ・　 屋内

 ・ 表面材と同材

 ・ ステンレス製
 ・ Ｒ

 ※幅木タイプ

 ・　

 ※ 無地

 ・ 柄物

吊り方式　　※中心吊、戸当たり付　　・（　　　　）

 ・不燃 ※ﾒﾗﾐﾝ樹脂

 　焼付又は 　以上

 ※0.5・鋼板

 ・スタッド式(露出)

 ・スタッド式(内蔵)

備考
性能

防火

仕上げ

パネル表面

表面仕上材

（mm）

厚さ
材質（mm）

パネル

 ・パネル式

 ・スタッドパネル式

・　

 ・　

 ・壁紙張り

 　ｱｸﾘﾙ樹脂焼

中心周波数500Hzの音について透過損失（dB）

　　・36未満　　　・36以上

パネル内に取付ける建具　・あり（※図示　・　　　）　・なし

ガラス留め材　　※ガスケット　　・シーリング

せっこうボード面の下地調整　　　　※RB種　・　　

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　※RB種　・　　

モルタル・プラスター面の下地調整　※RB種　・　　

（程度）

商品名

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・ ・

・

・ ・

・

・

・・・・

 ・不燃　・準不燃

 ・不燃　・準不燃

 ・不燃　・準不燃

 ・不燃　・準不燃

防火種別その他無機質

ﾁｯｸ

ﾌﾟﾗｽ繊維紙

壁紙の種類

施　工　箇　所

吸水調整材は、改修標準仕様書4.2.2による

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　）　形状（※図示　・　　　　）

　　　　　　・設けない

　床目地　　・設ける（工法※押し目地　・　　　　　　）

　　　　　　・設けない

伸縮調整目地の位置　床タイル　（※縦、横とも4m以内ごと　・図示　・　　　）

　

　　　　　　　　　　床タイル以外　　（・図示　・　　　）

　タイルの形状、寸法等

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

色役物

有 無

・

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 有 無 標準特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　・行う　　※行わない

見本焼き　　・行う　　※行わない

既製調合モルタル

（品質・性能・試験方法）

　建築材料等品質性能表による

※接着剤による陶磁器質タイル張り

　タイルの形状、寸法等

施工

箇所 （mm）

色役物

有 無

・

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 有 無 標準特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

備考

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　・行う　　※行わない

見本焼き　　・行う　　※行わない

・有機質接着剤（タイプⅠ）施工箇所（　　　　　　　）

※有機質接着剤（タイプⅡ）施工箇所（便所、湯沸室　　　）

内装壁タイル接着材張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　・　

種類　　・せっこう系　　・セメント系

塗厚(mm)　・　

施工箇所
寸法

(mm)

高さ

(mm)

所定荷重

(N)
表面仕上げ材 備考

 ※450角以上

 　600角以下

 ・

 ※450角以上

 　600角以下

 ・

 ※450角以上

 　600角以下

 ・

 ※100

 ・120

 ※100

 ・120

 ※100

 ・120

 ※3000

 ・5000

 ※3000

 ・5000

 ※3000

 ・5000

 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

 ※ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

 ・

 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

 ※ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

 ・

 ・帯電防止床ﾀｲﾙ

 ※ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

 ・

適用地震時水平力　　１階及び地階　　　　　※0.6G以上

　　　　　　　　　　中間階（　～　階）　　※0.6G以上　　・1.0G以上

帯電防止床タイル　　・置敷タイプ　　・パネル一体タイプ

　　　　　　　　　　（パネル一体タイプ以外の仕上げ材は別途内装工事とする）

寸法精度

　厚さ　±0.5mm

　平坦度　パネル周辺部　1.0mm以下

　　　　　図心と各頂点を結ぶ線上部　2.0mm以下

床パネルの材質　　　　※ｱﾙﾐ合金ﾀﾞｲｶｽﾄ製、ｽﾁｰﾙ製又は複合材等

構成材の材質　・アルミニウム製　・鋼製（仕上げ：　　　　　　）　　・　

配線用取り出しパネル

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　※50％以上　・20～30％　・　

　　　　　　　　　　・図示

　配線取り出し開口　・パネル1枚につき、40mm×80mm 程度の開口1箇所以上

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・なし　・あり（形式、施工箇所：図示）

（性能・試験方法）

　　　　　　　　※適用しない

ローリングロード性能　・適用する　　　適用室

ローリングロード試験

　　　3,000N：積載荷重1000N時において、最大変形量1.5mm以下

　　　（使用上有害な変形、欠け、割れがたつきなどの欠点がないこと）

　　　5,000N：積載荷重1000N以上において、最大変形量1.0mm以下

　　　（使用上有害な変形、欠け、割れがたつきなどの欠点がないこと）

・２重床用複合アウトレット用開口

　　適用室

　　　　　　　　　開口の数　　フロア面積8㎡につき１ヶ所かつ予備開口を14㎡につき１ヶ所

　　　　　　　　　開口の大きさ

　　　　　　　　　　　　コンセント（電源）：2P15A接地極付×２

　　　　　　　　　　　　情報用モデュラージャック（電源）：8極8芯×１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の入ったアウトレットが納まる大きさ

　　　　　　　　　取付方法　　フリーアクセスフロア製造所の仕様とする

　　　　　　　　　　最上階（　　　階）　　※1.0G 以上

スロープ及びボーダー　※製造所の仕様による　・図示　

　※標仕20.2.2(b)(5)(ⅰ)～(ⅲ)による　・　

表面仕上材の品質、性能は、標仕19章による

16

15

カーペット敷き Ｇ

ビニル幅木

９ 接着剤

防腐・防蟻処理10

11 軽量鉄骨天井下地

12 軽量鉄骨壁下地

ビニル床シート Ｇ

ビニル床タイル Ｇ14

13

合成樹脂塗床17

せっこうボード

その他のボード張り

20

畳敷き19

23

22

21 壁紙張り

モルタル塗り

タイル張り

セルフレベリング材

塗り

フリーアクセスフロア25

24

26 可動間仕切

27 移動間仕切

29

床タイル

28 トイレブース

視覚障害者用

30 階段滑り止め

31

32 手すり

床目地棒

33

34 カーテン

ブラインド

[6.8.2,3] 
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[6.12.2] 

厚さ/大きさ

 ・複合3種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

 ・複合2種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

 ※複合1種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

18 フローリング張り

種別　・A種　・B種　※C種　・D種（畳床：KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT－Ⅲ・KT-K・KT-N）

[6.13.2～3] 

[6.14.2～3] 

[6.16.2～4] 

[6.15.3,6] 

再生材の

適用 Ｇ

耐凍害性滑り

性
抵抗 備考

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

による区分

主な用途 形状/寸法吸水率による区分うわぐすり 再生材の

適用 Ｇ

耐凍害性

無ゆう施ゆう

[20.2.2] 

[6.17.2～3] 

[表6.16.5] 

［20.2.3］

［20.2.4］

［20.2.5] 

［11.2.2] [19.2.2］

［20.2.12］

［20.2.7］

［20.2.6］

［20.2.14］

構造基材の種類 総厚さ

スタッド

構造形式

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号 2023/03/05

６

内
装
改
修
工
事（

続
き）

６

内
装
改
修
工
事（

続
き）

６

内
装
改
修
工
事（

続
き）

６

内
装
改
修
工
事（

続
き）

・パーティクルボード Ｇ

施工箇所
厚さ

(mm)

表裏面の状態

による区分

曲げ強さ

による区分

接着剤

による区分

難燃性

による区分

 ※13タイプ

 ・

 ※P又はM

 ・

 ※15

 ・

・構造用パネル

施工箇所
厚さ

(mm)
等級

 ・１級　　・２級　　・３級　　・４級

[6.5.3][6.8.2][6.9.3][6.11.4,5] 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外　・　

・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

[6.5.5] 

保存処理性能区分

　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

適用部位

適用部位 処理の方法

 ※改修標仕6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　・　

 ※改修標仕6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　・　

 ※改修標仕6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　・　

・ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐、防蟻処理

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　）

野縁等の種類

　屋外（※25形　　・19形）　屋内（※19形　・25形）

[6.6.2～4] 

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

　　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・900程度　・（　　）

　　周辺部の端からの間隔　・図示　・　　

　　野縁の間隔　・300程度　・（　　）

既存の埋込みインサート　・使用する　・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　・行う（屋外の試験荷重：　　　　　　　）　・行わない　

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　補強方法　※図示　・　

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

　補強方法　※改修標仕6.6.4(h)(1)(2)による　・　

・天井のふところが3.0mを超える場合

　補強方法　※図示　・　

・屋内外への耐震補強

　・行う　※行わない

　補強箇所　※図示　・　

　補強方法　※図示　・　

・耐風圧性を考慮した補強

　・行う（１．一般共通事項 3.品質計画による）　※行わない

　補強箇所　※図示　・　

　補強方法　※図示　・　

[6.7.3] [表6.7.1] スタッド、ランナーの種類

　※改修標仕6.7.3によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　・　

スタッドの高さが5mを超える場合　※図示　・　

 ※発泡層の

 　ないもの

種類

 ・発泡層の

 　あるもの

JIS記号

 ※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

 ・

 ・

施工箇所 色柄

 ・無地

 ・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

 ・無地

 ・柄物

特殊機能

 ・帯電防止

 ・耐動荷重性

 ・防滑性

 ・耐薬品性

厚さ(mm)

　※2.0

　・2.5

備考

工法　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　）

特殊機能

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

　　　　　　・　

[6.8.2] 

備考厚さ(mm)

　※2.0

　・2.5

　・3.0

 ・防滑性

 ・帯電防止

特殊機能寸法

 ※300×300

 ・450×450 ・柄物

 ※無地

色柄施工箇所JIS記号

 ・ＦＴ

（複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ※ＫＴ

（ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ・ＴＴ

 ※無地

 ・柄物

 ※300×300

 ・450×450

 ・帯電防止

 ・防滑性

　・2.0

　・3.0

　　以上

　※4.0 ※帯電防止

 ・防滑性

 ※500×500 ・無地

 ・柄物

 ※ＦＯＡ

 ・ＦＯＢ

（置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

特殊機能

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

　　　　　　・　

　置敷形ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ（FOA・F0B）の接着剤は粘着はく離形とし、製造所の指定する製品とする

　・帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ（ﾊﾟﾈﾙ一体ﾀｲﾌﾟ）

　　　下記に示す製造所の商品程度とする

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・耐熱性ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

　　　下記に示す製造所の商品程度とする

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[6.8.2] 材質　　　※軟質　　・硬質

高さ(mm)　※60　　　・75　　・100

厚さ(mm)　※1.5以上　　・　

・タイルカーペット

パイル形状 種別 施工箇所 総厚さ(mm) 備考寸法

 ※ループパイル  ・500×500

 ・　

　　※6.5

　　・　

 帯電防止及び

 防汚加工品

　　※6.5

　　・　

　　※6.5

　　・　 ・　

 ・500×500

 ・　

 ・500×500

 ※ 第一種

 ・ 第二種

 ・ 第一種

 ・ 第二種

 ・ 第一種

 ・ 第二種

 ・カット・ループ併用

 ・カットパイル

色柄　　　　※無地　　・柄物

タイルカーペットの敷き方　　　平場　　　※市松敷き　・模様流し　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　・　

見切り、押え金物　・適用する（材質、形状等　※図示　・　　　　　　）

　　　　　　　　　※適用しない

種別

 ・厚膜型塗床材

 　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

 ※厚膜型塗床材

 　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

 ・薄膜型塗床材

 ・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床

 （JIS K 5970）

施工箇所 工法 仕上げの種類

 ※平滑仕上げ

 ・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

 ・平滑仕上げ

 ・防滑仕上げ

 ※薄膜流し展べ工法

 ・厚膜流し展べ工法

 ・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

 工程

 　塗布量（kg/㎡）
[6.10.2～3] 

 　表面仕上げ

 　溶剤

 　・平滑 　・防滑

 　・水性色 ・溶剤系 ・無溶剤系

 　仕上げ色

 　・標準色 ・　

 　・　

塗料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　

形状/寸法

（mm）

主な用途

による区分

施工

箇所

吸水率による区分 うわぐすり

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、混和材等を

　予め工場において所定の割合に配合した材料とする

　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように補強する。

 ・レジンコンクリート製 ・コンクリート製

 ・レジンコンクリート製 ・コンクリート製

 ・磁器質タイル ・せっ器質タイル

 ・磁器質タイル ・せっ器質タイル

 ・塩化ビニール製

 ※２本操作ｺｰﾄﾞ式

 ・１本操作ｺｰﾄﾞ式

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　　　※300㎜以上　　　・　

使用される繊維のうち、ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する製

品については Ｇ とする

図示による

図示

図示

消防本部感染症防止対策改修工事



工事名称

図面名称 縮尺

作成年月日 図面番号Nakazato Design Office
一級建築士事務所

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
－建築改修工事特記仕様書５

A - 6

 ・アスベスト含有断熱材

 ・アスベスト含有耐火被覆板

 ・アスベスト含有保温材  ※図示　　　・　

 ※図示　　　・　

 ※図示　　　・　

材　料　名  厚さ（mm） 処理を行う範囲

 ※窓廻り等の断熱材補修部分、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻りの床版下等、

 ※保温板2種b（一 般 部）

施工箇所厚さ（㎜）難燃性

厚　　さ種　　類発泡剤の種類材　　種

 ・　

 　部分的に後張りとしなければならない箇所 難燃性を有すること
　・（　 　）

　・ 25　

　・（　　　）

　※25　・（　　　）

 ・保温板3種b（接地部分）

 　A種

 　A種

 　A種

 　A種

　路床締固め度の試験　　　・行う　　　・行わない

 ・切込み砂利

厚さ（㎜）材　料種　別

　　　　　　・　

　　　　　　・図示

　路盤材料　※再生材のクラッシャラン Ｇ

　路盤の構成及び厚さ　　　・図示　　　・　

路盤

　　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ

　　添加量　　　　　kg/ｍ （目標CBR　　　・５以上　　　・　　　　）

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　　・行う　　　・行わない

　砂の粒度試験　　　・行う　　　・行わない

試験

-1
　　透水係数　　　　・1.5×10 ㎝/sec以上 　　・　

　　引張強さ　　　　・98N/5㎝（10㎏f/5㎝）以上 　　・　

　　厚さ(㎜)　　　　・0.5～1.0　 　　・　

　　単位面積質量　　・60g/ｍ 以上　　・　
３

　・ジオテキスタイル

３
    　　　　・　

  　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントＢ種

  ※添加材料による安定処理

路床安定処理

    　　　　・生石灰（・特号　・１号）　　・消石灰（・特号　・１号）

 ※再生クラッシャラン Ｇ 　・クラッシャラン

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

 ・図示

 ・図示

 ・図示

 ・図示

 ・フィルター層

 ・凍上抑制層

 ・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

 ※砂

 ・　

 ・　

 ※川砂、海砂又良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

 ・　
 ・遮断層

 ・盛土

 ・川砂、海砂又良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

　・適用しない

 ・　

　欠損部の改修方法　　・改修標準仕様書4.1.4による　　　　・　

既存外壁の措置

　下地面の清掃　　・行う　　　　・行わない

　既存外壁仕上げ材の撤去　　・あり　　　　・なし

工法

　断熱材の施工　　※断熱材製造所の仕様による　　　　・　

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　外装材の施工　　・外装材製造所の仕様による　　　　・　

種　類 防火性能 備　考

　通気層の有無　　・あり（　　　㎜）　　　・なし　

適用範囲：歩道

既存舗装の撤去及び再利用　　　※図示　　　・　

路床

路床の材料

植栽基盤及び材料

　　　屋上緑化軽量システム　　　※適用する　　　・適用しない

　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※図示　　　・　

（品質・性能・試験方法）　　建築材料等品質性能表による

かん水装置　※設置する（種類　　　・　　　　・　　　　）

既存保護層の撤去　　　・行う　　　・行わない

　　　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　　※図示　　　・　

支柱　　　・設置する（種類　　　・図示　　・　　　　）

外装材

フェノールフォームのホルムアルデヒドの放散量

　　　※規制対象外品　　　・第三種品

・打込み断熱材

処理を行うアスベスト含有保温材等の仕様等

アスベスト含有保温材等の施工調査　　※行う

　・合成樹脂調合ペイント塗り

　　　※1種　・2種

　　塗料の種別

　（SOP）

　・クリヤラッカー塗り（CL）

　・耐候性塗料塗り（DP）

　・合成樹脂エマルションペイント塗り（EP）

　・合成樹脂エマルション模様塗料塗り（EP-T）

　・ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

　・ラッカーエナメル塗り（LE）

　・オイルステイン塗り（OS）

　・木材保護塗料塗り（WP）

 木部屋外

 木部屋内

 鉄鋼面

 亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

 亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

 鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

 　　　　上塗り等級（　　）級

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

 屋内の木部

 亜鉛めっき鋼面

 屋内の亜鉛めっき鋼面

 ※B種　・A種

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※A種　・　

　　　－

 ※B種　・A種

 ・　

 ・　

 ・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

　　　－

 ※B種　・A種

 ※A種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・A種

 ※B種　・　

 ※B種　・　

 ※B種　・A種

　　　－

 ※B種　・A種

 A種

 A種

 ・　

 ※B種　・A種

 ※A種　・　

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・　

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

 ※B種　・A種

　・フタル酸樹脂エナメル塗り（FE）

塗装の種類 塗　装　面
工　程

塗替え 新　規

　・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（NAD）

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 屋外の鉄鋼面

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

　※改修標仕表7.9.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　　　・　

　※改修標仕表7.10.1の工程1の下塗りをしみ止めシーラーとする　　　・　

・再使用する　　　　・新設する

材　種　　※アルミニウム製　　　・ステンレス製

強さによる区分　　※10-90 　　　　　　・　

　　　　　　　　　・片引き　　　　　　・引分け

仕上げ　　　　　　※アルマイト　　　　・　

形式　　　　　　　・シングル　　　　　・ダブル

形状　　　　　　　※角形　　　　　　　・　

試験

　路盤締固め度の試験　　　※行う　　　・行わない

舗装

 処理作業前

 処理作業後

 処理作業中

処理作業室内

セキュリティーゾーン入口

施工区画周辺又は敷地周辺

施工区画周辺又は敷地周辺

処理作業室内

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地周辺

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

負圧・除じん装置の排出口

測定室（・　　　　・　　　　　・　　　　　）

測定点（・表による　　・各測定場所毎１ヶ所　合計８点）

アスベスト含有吹付け材の除去

　　除去対象範囲　　　※図示

　　除去工法　　　　　※[9.1.3]（b）(1)(i)～(iv)による

　　除去したアスベスト含有吹付け材の処理

　　　　※密封処理　　　・セメント固化

備　考
室名（　　　）

測定点

室名（　　　）

測定点
測　定　場　所 測定時期

厚さ（㎜）材　　料

　舗装の平たん性　　　※著しい不陸がないもの　　　・　

　透水性アスファルト混合物等の抽出試験　　　※行う　　　・行わない

試験

　ストレートアスファルト  ・図示　　※30

 基層

 ・排水性舗装用ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物
 表層

 ・　

 ・　

 ・加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等（密粒ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物）

 ※ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型

 ・　

 ・再生ｱｽﾌｧﾙﾄ　Ｇ

 ・ｽﾄﾚｰﾄｱｽﾌｧﾙﾄ

 ・ 図示

 ※ 40

 ・ 図示

 ・　

舗装の平たん性　　　※著しい不陸がないもの　　　・　

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　　※行う　　　・行わない

区分 種類 材料 厚さ（㎜）

試験

　路盤締固め度の試験　　　※行う　　　・行わない

　　　　　・図示

　　　　　・　

　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ　CS-40

　　　　　※再生クラッシャラン Ｇ　RC-40

路盤材料　・砕石　C-40

路盤の厚さ　　　・図示　　　・　

アスファルト舗装の構成及び厚さ　　　※図示　　　・　

材料

　アスファルト　　※再生アスファルト　Ｇ　　　・ストレートアスファルト

　骨材　　　　　　・道路用砕石

　　　　　　　　　※アスファルトコンクリート再生骨材　Ｇ

加熱アスファルト混合物等の種類

　表層

　基層

　・一般地域
　※密粒度アスファルト混合物（13）

シールコートの施工　　　・行う　　　・行わない

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　　・行う　　　・行わない

　　　　　　　　　・　

区　分 地　域 種　類

　　一般地域

　・細粒度アスファルト混合物（13）

　　粗粒度アスファルト混合物（20）

舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度

　　（下塗材）　水性　浸透性吸水防止材

　　　　　　　　・水性フッ素樹脂カラークリヤー

　　（上塗材）　・水性フッ素樹脂クリヤー

打放しコンクリート面保護工法

　・フッ素樹脂

　・フッ素樹脂

　・フッ素樹脂

　・ウレタン樹脂

　・ウレタン樹脂

　・ウレタン樹脂

　・アクリル樹脂

　・アクリル樹脂

　・アクリル樹脂

　・亜鉛メッキ鋼板

　・ステンレス

　・アルミニウム

　・メタリック

　・ソリッド

　・メタリック

　・メタリック

　・ソリッド

　・ソリッド

素　　材 焼付種別 仕上げ 　コート ベーク 部　位

　・

　※図示（仕上げ表による）

処理を行うアスベスト成形板

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　）

※アスベスト含有建材の事前調査

施工調査

調査範囲（※改修対象部位　　・図示　　　　）

・アスベスト含有建材の石綿含有率測定

　※　JIS A 1481　「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

１

定 量 分 析定 性 分 析材　料　名

　　　　　測定室（・　　　　・　　　　　・　　　　　）

　　　・行わない

　　　・行う（下表よる）

アスベスト粉じん濃度測定

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）  ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 処理作業前

 処理作業後

（　　　）点測　　定　　点　　合　　計

 処理作業中

処理作業室内

セキュリティーゾーン入口

施工区画周辺又は敷地周辺

施工区画周辺又は敷地周辺

処理作業室内

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地周辺

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

（　　）点

負圧・除じん装置の排出口

 測定時期 測　定　場　所
室名（　　　）

測定点

室名（　　　）

測定点
備　考

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

吹付けアスベストの施工調査　　　※行う

 ・

 ・

 ・

 ・

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）  ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

 ・（検体数：　）

試料採取場所　　※図示　　　　・（　　　　）

アスベスト粉じん濃度測定

材　料　名 定 性 分 析 定 量 分 析

アスベスト含有分析調査　　　・行う

　※JIS A 1481　「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による

　　※行う

　　　　　皮膜等の種類　※標仕表14.2.1による　　　・　

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　　　）

　　　　※アルミニウム製　押出型材（市販品）

溝型×深さ（mm）　・90×150　　・120×80　　・120×150　　・150×80　　・図示

　　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　・C-2

　　　　　表面処理・C-1

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　　　）

・再使用する　　　　・新設する

　　　　　※シルバー　　　・焼付　　　・（　　　　　　　　）

施工箇所　※図示

材質　　　※アルミニウム押出型材差込型　　　・（　　　　　　　　）

施工箇所　※仕上表による　　　・（　　　　　　　　　）

材質　　　※アルミニウム押出型材　　　・塩化ビニル製

 ※アルミニウム製

 ・　

 ※450×450

 ・　

 ・一般形

 ・気密形

 ・屋内用

 ・屋内外用  ※額縁タイプ

 ・目地タイプ

 ※額縁タイプ

 ・目地タイプ ・600×600

材種 寸法 形式 外枠 内枠

（品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

仕上塗材の種類

　※規制対象外　　　・　

 木部

 鉄鋼面

 亜鉛めっき面

 亜鉛めっき面（鋼製建具）

 モルタル、プラスター面

 ＡＬＣパネル面

 コンクリート面(DP)、

 コンクリート面(DP以外)、

 押出成形セメント板面

 せっこうボード面及び

 その他ボード面

 標準仕様書(18.2.1)

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ※ＲＢ種　・　

 ・　

 ・行う

 ・行う

 ・行う

  －

 ・　

 ・行わない

 ・行わない

 ・行わない

 素地ごしらえによる

下地面の種類
下地調整の種別

塗替え 新規
ひび割れ部の補修

錆止め塗料塗りの種別

 亜鉛めっき面

 ・Ｂ種　・Ａ種　

 塗替え

 ＥＰ－Ｇ以外

 ＥＰ－Ｇ

 ＥＰ－Ｇ

 ＥＰ－Ｇ以外

 新規鉄鋼面見え掛り

 塗替え

 新規鉄鋼面見え掛り

 塗替え

 塗替え

 新規鉄鋼面見え掛り

 新規鉄鋼面見え掛り

 Ａ種

 Ａ種

 Ａ種

 Ｂ種

 Ｂ種

 Ｂ種

 ・Ｂ種　・Ａ種　

 Ｃ種

 Ｃ種

 ※Ｃ種　・　

 ※Ａ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｃ種　・　

 ※Ａ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｃ種　・　

 ※Ａ種　・　

 ※Ｃ種　・　

 ※Ａ種　・　

 　鉄 鋼 面

塗　装　面 塗　料 工　程

 新規見え隠れ

 新規見え隠れ

下地調整

　※塗替え面積の30％　　　・図示　　　・　

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　）

　※規制対象外    　・　

仕上げの形状等防火材料呼び名種類

 ・平たん状

 ・砂壁状

 ・京壁状じゅらく

 ・砂壁状じゅらく

　－　

　・　

　・　

　・　 ・内装薄塗材Ｅ

 ・内装薄塗材Ｗ

 ・吹付用軽量塗材

 ・こて塗用軽量塗材　塗材

　塗材

・軽量骨材仕上

・薄付け仕上

 天井

形式

 ※アルミニウム製  　※450×450 　適用箇所は

 ・　  　・600×600 　天井伏図による

（底板）

 ※鋼製

 ・　
 　・450×450

（枠） 　適用箇所は

 ※アルミニウム製 　平面図による
 　※600×600

 ・　

（目地）

 ・　

材種 寸法 形式 備考

床

 ※ステンレス製

（品質・性能・試験方法）　建築材料等品質性能表による

６

７

７

８

８ ８35 カーテンレール

ブラインドボックス36

及びカーテンボックス

37 コーナービード

（壁ボード

　　出隅保護金物）

天井見切縁38

39 天井点検口

床点検口40

仕上塗材仕上げ41

下地調整２

１ 材料

３ 錆止め塗料塗り

の処理

吹付けアスベスト２

の処理等

アスベスト成形板

フッ素樹脂塗装５

６ 焼付塗装

４ 塗装

保温材等の処理

アスベスト含有３

８

アスファルト舗装　Ｇ

排水性

路盤９

10 アスファルト舗装

４ 断熱材　Ｇ

外断熱改修工事　Ｇ５

７

６

透水性アスファルト

舗装改修工事

屋上緑化改修工事 Ｇ

［7.2.2～7］

［7.1.3］

［15.5.2］

［20.2.14］

［7.3.2～3］

 ・額縁タイプ

 ・目地タイプ

一般形

　・つや有合成樹脂エマルション

　　ペイント塗り（EP-G）

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他

ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め

［9.1.1.3～5］

［9.1.1］

［9.1.1］

測　　定　　点　　合　　計 （　　　）点

［9.1.1］

［9.1.3］

［9.3.2] [9.5.2］

［9.5.3］

［9.6.1,2,3］

［9.7.2～7、9.7.9］

 ・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

 ・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

 ※押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

 ・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・現場発泡断熱材（A種１）

［22.2.2、3、5] [表3.2.1］

［22.4.2～6] [表22.4.1］

［22.8.2、3、6］

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号 2023/03/05
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工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、成形板、
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　※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法）
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特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号
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0

京町内科
脳神経ｸﾘﾆｯｸ

昭和通自治公民館

いちき串木野市役所

至ル 川内

桜町公民館桜町公民館

3

国
道

3
号

線

川元写真館

ひまわり歯科医院

野辺ひふ科ｸﾘﾆｯｸ

日曜大工ｾﾝﾀ-MAEDA

ｻﾝﾗｲｽﾞﾏﾝｼｮﾝ

GS

栄町 大原町

浦和公民館

ﾎ-ﾑｾﾝﾀ-前田

串木野幼稚園

高見町

桜町

西園ガラス店

久米ｸﾘﾆｯｸ

柳田ﾓ-ﾀ-ｽ

茶園歯科ｸﾘﾆｯｸ

福元整形外科・内科ｸﾘﾆｯｸ

藤井ｸﾘﾆｯｸ

馬込建設

野元文具店

くだもの桜島屋

久徳商店

ｽ-ﾊﾟ-タイヨ－

久保療術院

串木野内科循環器科

中尾町公民館

中尾町

花牟禮病院

みのて歯科

ドコモネオ串木野店

南日本銀行串木野店

鹿児島銀行串木野支店

ミドリ薬品

丸太歯科ｸﾘﾆｯｸ

ｵ-ﾄｻﾞﾑ串木野

曙町

串木野変電所

春田整形外科
春田ﾘﾊﾋﾞﾘﾃ-ｼｮﾝ病院

市口公民館

願船寺

願船寺保育園

吉見天寿堂薬局

ココｽﾄｱ-

いちき串木野市ｼﾙﾊﾞ-人材ｾﾝﾀ- 和風ﾚｽﾄﾗﾝ和楽路

ｸﾞﾘ-ﾝｼｮｯﾌﾟまるみ

宮之原循環器ｸﾘﾆｯｸ

串木野宮崎小児科

至ル 鹿児島

 串木野駅

串木野中央郵便局

日出町

付近見取図

市民文化センタ－

ｴｽﾃﾃｨｯｸｻﾛﾝ
Shiki

ｻﾝﾌｨ-ﾙ串木野

松ちゃん
居酒屋

配置図　S=1/200

▽隣地境界線

▽道路境界線

▽
隣

地
境

界
線

▽
隣

地
境

界
線

前面道路

配置・付近見取図

A - 7

いちき串木野市消防本部（改修建物）：いちき串木野市　昭和通　地内

いちき串木野市消防本部（改修建物）

消防本部感染症防止対策改修工事 2022/11/12



（LGS下地は既存のまま）

玄関・ローカ１　階

　階 区　分

仕　上室　名

床

洗面所 既存

便　所

通信室

倉　庫
モルタルコテ押えビニ－ル系タイル貼 

AEP

バスリブ張り　LGS下地

AEP ジプトン直張り　LGS下地

大平板 t=6 目透し張り　LGS下地

CL

天　井

 塗装 仕　上

CL

高さ

75

75

75

75

100

75

モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付

仕　上

壁

モルタル下地１００角タイル貼

モルタルコテ押え

モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付

モルタルコテ押え

同　上

同　上
±0

巾　木

床高 仕　上

洗面台廻り：モルタル下地100角タイル貼（H=1,700ﾏﾃﾞ）

洗面台・ﾗｲﾆﾝｸﾞ部：人研ぎ

救急仮眠室

既存

既存

既存

既存

既存

既存

±0

＋200

±0

±0

±0

±0

±0

＋200

同　上

同　上

モルタル下地　100X200角磁器質タイル貼

モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼り

モルタルコテ押えビニ－ル系タイル貼 

ミネラ－トン t=9 張り　LGS下地PBt=9捨張り

同　上

同　上

同　上

ソフト巾木

同　上

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木 t=2.0 HL

同　上

モルタルコテ押え

ソフト巾木脱衣室

膳板　隔板：テラゾ－ブロック　トイレブ－ス

寝台、押入

洗面台（人研ぎ）L=4,300 D=500 ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞ-蛇口6ヵ所

化粧鏡（457Ｘ610）6ヵ所、目隠しスクリ－ン（人研ぎ）

備　考

カウンタ－　タナ

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

廻り縁

天井高塗　装

3,000

3,000

VP

2,500

2,700

3,000

2,400

2,500

同　上モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼り

＋120

＋60～
既存 モルタル下地１００角タイル貼

浴　室

洗濯機パン1箇所、ビニ－ルカ－テン、

2,700 塩ビ製ソフト巾木モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0
±0

モルタルコテ押え 一部LGS下地石綿板 t=8捨て張り
、PB t=12目透し張り（不燃）
流し廻りのみモルタル下地100角タイル貼

75 ジプトン直張り　LGS下地（不燃）
待機室・食堂 既存

ベニヤ仮枠コンクリ－ト打ち放し補修 タナ　作業台
－4,300

－
※発電機基礎は建築工事

ｸﾞﾗｽｳ-ﾙt=50、ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞ-ｸﾛｽ  トンボ押え
ﾍﾞﾆﾔ仮枠ｺﾝｸﾘ-ﾄ打ち放しの上

ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ t=50、ｸﾞﾗｽﾌｧｲﾊﾞ-ｸﾛｽ
ﾍﾞﾆﾔ仮枠 ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放しの上

グラスウ－ルt=50、グラスファイバ－クロス トンボ押え
ベニヤ仮枠コンクリ－ト打ち放しの上

ﾄﾝﾎﾞ押え
既存発電機室

空調機械室 既存 －

倉　庫
既存

同　上

同　上

同　上 同　上 同　上

同　上 同　上

同　上

同　上

－同　上コンクリ－ト同時押え既存
ベニヤ仮枠

コンクリ－ト打放し補修
ベニヤ仮枠コンクリ－ト打ち放し下地処理の上
アクリル系リシン吹付まで

GL+500
車　庫

－150～

－250

－100

－100

－100

洗面器

サシコ掛け　ピット　排水・排油ピット

AEP

塩ビ製2,400

カ－テンレ－ル、吊棚

流し台，ｺﾝﾛ台，調理台，ﾌｰﾄﾞ，吊戸棚

造付食器棚，造付吊戸棚

ｽﾃﾝﾚｽ浴槽、ｼｬﾜ-付きｶﾗﾝ2ヵ所、ﾀｵﾙ掛け2ヵ所

上記既存のまま

洗面器,小便器,和風大便器,ﾛｰﾀﾝｸ,SK,化粧鏡,ﾍﾟｰﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-

工事名称

図面名称 縮尺

作成年月日 図面番号Nakazato Design Office
一級建築士事務所

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
－

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号
特 記

改修

改修
既存のまま

±0 100角半磁器タイル貼

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木撤去後
洗面台廻り：既存100角ﾀｲﾙ貼撤去後100角半磁器ﾀｲﾙ貼替え

既存のまま 既存のまま
ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞ-蛇口3ヵ所及び洗面器（自動洗浄蛇口）3台新設

既存のまま3,000

改修

改修
±0

ソフト巾木貼り替え 75 EP-G

（LGS下地は既存のまま）仮眠室間仕切部：ｿﾌﾄ巾木新設 新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）
長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え 天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え 2,700 塩ビ製

取り替え通信仮眠室

→

改修

改修
±0丸モザイク窯変タイル貼り全撤去後

洗面器は既存のまま自動洗浄蛇口に取り替え

和風大便器、ﾛ-ﾀﾝｸ全撤去後温水洗浄便座付洋風大便器取替え

既存のまま 既存のまま 既存のまま2,500 膳板、隔壁、洗面器、小便器、SK、化粧鏡は既存のまま

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-取り替え（二連）、ﾄｲﾚﾌﾞ-ｽ全撤去後新規取替え

脱衣・ｼｬﾜ-ﾙ-ﾑ 改修

75ソフト巾木取り替え及び新設 見え掛り壁面下地処理の上、塗装塗り替え200上りｺﾝｸﾘ-ﾄ及びﾋﾞﾆﾙ系ﾀｲﾙ全撤去後

間仕切はトイレブ－ス（ﾒﾗﾐﾝ）新設

バスリブ、LGS下地共全撤去後 塩ビ製

新規

取り替え

EP-G

脱衣・ｼｬﾜ-ﾙ-ﾑ
改修

見え掛り一部モルタル下地１００角タイル撤去後200上りｺﾝｸﾘ-ﾄ及びﾋﾞﾆﾙ系ﾀｲﾙ全撤去後

間仕切はトイレブ－ス（ﾒﾗﾐﾝ）新設 新規

取り替え

塩ビ製 ｽﾃﾝﾚｽ浴槽、ｼｬﾜ-付きｶﾗﾝ2ヵ所（露出配管共）全撤去

ﾀｵﾙ掛け2ヵ所全撤去

洗濯機ﾊﾟﾝ1ヵ所新設

シャワ－ユニット1ヵ所（標準設備共）新設

改修
75

±0
ソフト巾木全撤去後

見え掛り部ソフト巾木新設

EP-G 2,700 塩ビ製

取り替え

新規

（LGS下地は既存のまま）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え

改修
既存のまま 既存の

まま

既存のまま

まま

既存の 既存のまま 既存のまま 既存のままサシコ掛け　ピット　排水・排油ピット

洗面器撤去後マルチシンク(SK）シングルレーバ－蛇口新設
－

改修

改修

改修

※凡例　改修　は既存のままとする。

腰壁部：ｺﾝﾊﾟﾈt=12,防水石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5下地100角半磁器ﾀｲﾙ貼）

目隠しｽｸﾘ-ﾝ既存のまま、一部磨き補修

洗面台(人研ぎ)撤去後大型ｼﾝｸ1台(L=1.800)新設

見え掛り壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

及び一部ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

収納棚3ヵ所新設

寝台　押入全撤去、ﾌﾞｰｽｶｰﾃﾝﾚｰﾙ撤去

下部押入付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）3ヵ所新設

A - 8

１階既存・改修後内部仕上表

収納棚11ヵ所新設

下部押入付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）11ヵ所新設

見え掛り壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え 75ソフト巾木全撤去後

見え掛り部ソフト巾木新設
2,700 寝台　押入　造付吊戸棚全撤去塩ビ製

取り替え

新規

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替えEP-G
新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）改修

寝台　押入　造付吊戸棚2,700
仮眠室

ジプトン直張り　LGS下地75 モルタルコテ押え 一部石綿板 t=8目透し張り（不燃）

LGS下地、PB t=12捨て張り
既存 ±0

同　上 ソフト巾木 塩ビ製

洗面台・ﾗｲﾆﾝｸﾞ部撤去後ﾗｲﾆﾝｸﾞ部新設（面台：ｽﾃﾝﾚｽ製H.L）

一部見え係りﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）
新設食堂～仮眠室間仕切：ビニ－ルクロス貼

（展開図参照）

2023/03/07

一部長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え

（平面詳細図参照）

見え係りモルタルコテ押えEPG塗装塗り替え

ソフト巾木新設 75 EP-G

VP

ｴﾎﾟｷｼ樹脂
ｴﾅﾒﾙ

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装

ケイカル板 t=6 目透し張り（LGS下地共）

ｴﾅﾒﾙ
ｴﾎﾟｷｼ樹脂

2,440

2,440

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.5貼（防滑、防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）

コンクリ－ト打ちモルタルコテ押え下地

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.5貼（防滑、防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）

コンクリ－ト打ちモルタルコテ押え下地

±0

±0

ビニ－ルカ－テン、カ－テンレ－ル撤去

→
→

造付吊戸棚一部撤去（両開き扉１カ所分）

内部仕上表

※小便器下（D=600）SUS目地棒t=5にて貼り分け

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.5貼り（防滑、防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）

床モルタル塗り　金ゴテ仕上げ

洗濯機ﾊﾟﾝ1箇所撤去後新規洗濯機ﾊﾟﾝ1ヵ所設置

シャワ－ユニット1ヵ所（標準設備共）新設

消防本部感染症防止対策改修工事

天井点検口1ヶ所新設

天井点検口3ヶ所新設

天井点検口1ヶ所新設

バスリブ、LGS下地共全撤去後

ケイカル板 t=6 目透し張り（LGS下地共）

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装
天井点検口1ヶ所新設



消防団本部室

・仮眠室

　消防団本部室，踏込部は既存のまま

※凡例　改修　は既存のままとする。

内部仕上表

既存

　階 区　分

仕　上室　名

床

ローカ

既存書　庫

２　階
モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0
階段室共　通 既存

コンクリ－ト同時押え
Ｐ　Ｓ 既存

訓練塔 既存
コンクリ－ト同時押え

会議室 既存
鋼製床組下地耐水ベニヤt=15捨張り

桧ﾌﾛ-ﾘﾝｸﾞ=15張り（JAS脳天ﾋﾞｽ留）ダンケル仕上

消防団本部室 既存
同　上

（一部踏込部はﾓﾙﾀﾙｺﾃ押えﾋﾞﾆ-ﾙ系ﾀｲﾙ貼） 

モルタルコテ押えビニ－ル系タイル貼 

既存
同　上

女子便所

（アスファルト防水 ８層下地）便　所
モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼り

既存

同　上
更衣室 既存

同　上
消防長室 既存

湯沸室 既存

既存
同　上

倉　庫

モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0
事務室 既存 ±0

ソフト巾木

±0
ソフト巾木

±0

±0
同　上

±0
同　上

±0

±0

ソフト巾木

同　上  OP

（一部踏込部はｿﾌﾄ巾木） 

木　製　OP
＋210

ソフト巾木、ササラ巾木

ソフト巾木

±0

巾　木

床高 仕　上

±0

洗面器,小便器,温水洗浄便座付洋風大便器,化粧鏡,ﾍﾟｰﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-

75

仕　上高さ

壁

75

モルタルコテ押え 一部石綿板 t=8目透し張り（不燃）

LGS下地、PB t=12捨て張りラフトンデラックス吹付

モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付

ベニヤ仮枠コンクリ－ト打ち放し　補修

ベニヤ仮枠コンクリ－ト打ち放し　補修

75
モルタルコテ押え

75
同　上

モルタルコテ押え

同　上

モルタル下地100角タイル貼

一部石綿板 t=8目透し張り

LGS下地、PB t=12捨て張り

モルタルコテ押え
75

モルタルコテ押え

PB t=12張りビニ－ルクロス貼

一部LGS下地石綿板 t=8目捨て張り
75

75

同　上
75

一部石綿板 t=8目透し張り

LGS下地、PB t=12捨て張り

モルタルコテ押え
75

AEP ジプトン直張り　LGS下地

同　上AEP

LGS下地PBt=9張りビニ－ルクロス貼

ジプトン直張り　LGS下地AEP

大平板 t=6 目透し張り　LGS下地

同　上

ジプトン直張り　LGS下地AEP

曲面部下地はベニヤt=5.5張り（曲げ加工）

LGS下地、PB t=9張りビニ－ルクロス貼AEP

アクリル系リシン吹付

ベニヤ仮枠コンクリ－ト打ち放し　補修

CL

CL ジプトン直張り　LGS下地

天　井

 塗装 仕　上 天井高塗　装

2,500

3,000

2,400
CL

2,700

3,000

2,500

2,400
VP

2,400
VP

2,400

2,700

2,500

3,000

2,700 塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

廻り縁

塩ビ製

備　考

下足入れ

ステンレスパイプ手摺　Φ38

ステンレスノンスリップ（ゴム入り）

訓練用金物については消防署と打合せの後、

施工のこと

上下黒板

スライドウォ－ル

タナ

洗面化粧台（設備工事）、吊戸棚は含む

スクリ－ン

タナ

窓下タナ

膳板　隔板：テラゾ－ブロック　トイレブ－ス

洗面器、温水洗浄便座付洋風大便器、化粧鏡

工事名称

図面名称 縮尺

作成年月日 図面番号Nakazato Design Office
一級建築士事務所

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
－

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号
特 記

4～5階ベニヤ仮枠ｺﾝｸﾘ-ﾄト打放し下地処理の上、
1～3階：ベニヤ仮枠ｺﾝｸﾘ-ﾄ打ち放し　補修

改修

改修

改修

2,500
塩ビ製

取り替え

新規

改修

改修

改修

改修

改修

±0

既存のまま 既存のまま
2,400

既存のまま 膳板、隔壁、洗面器、小便器、温水洗浄便座付洋風大便器、

化粧鏡,ﾍﾟｰﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-は既存のまま
丸モザイク窯変タイル貼り撤去後

改修

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.5貼り（防滑、防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）

丸モザイク窯変タイル貼り全撤去後
±0

既存のまま既存のまま
2,400

既存のまま

洗面器は既存のまま自動洗浄蛇口に取り替え
改修

改修

改修

改修

改修

EP-G

（LGS下地は既存のまま）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え75
下部押入付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）2ヵ所新設

収納棚2ヵ所新設

温水洗浄便座付洋風大便器、化粧鏡は既存のまま

A - 9

洗面器、小便器は既存のまま自動洗浄蛇口に取り替え

２階既存・改修後内部仕上表

2023/03/07

ビニ－ル系タイル貼 撤去後

女子ｼｬﾜ-ﾙ-ﾑ

±0

+110

一部）

±0

＋210

2,400
塩ビ製

新設仮眠室のみ長尺塩ビシート t=2増し張り

（新設仮眠室のみ）

新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）

新設仮眠室のみ

消防団本部室は既存のまま

見え掛りﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え壁面下地処理の上、EP-G塗装塗り替え

温水洗浄便座付洋風便器、２連紙巻器新設

洗濯機ﾊﾟﾝ各1ヵ所新設タオル掛け L=600 ，

シャワ－ユニット1ヵ所（標準設備共），洗面化粧台新設

流し台、コンロ台、吊戸棚

トイレブ－ス新設

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.5貼替（防滑、防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）

ソフト巾木貼り替え

ソフト巾木貼り替え

AEP ジプトン直張り　LGS下地

新規取替

塔屋：ジプトン直張り　LGS下地

上裏：モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付

CL ジプトン直張り（不燃）　LGS下地同　上 モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付防水モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装

ケイカル板 t=6 目透し張り（LGS下地共）

天井材，軽鉄下地共撤去後軽鉄下地新設
ｴﾅﾒﾙ
ｴﾎﾟｷｼ樹脂75

間仕切はトイレブ－ス（ﾒﾗﾐﾝ）新設
長尺塩ビ－シ－ト巻き上げ

（脱衣室立ち上がり部）

見え係りモルタルコテ押えEP-G塗装塗り替え EP-G

→
→

天井点検口1ヶ所新設

天井点検口1ヶ所新設

床モルタル塗り　金ゴテ仕上げ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t=2.5貼り（防滑、防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）

※小便器下汚垂れ石（D=600）新設

消防本部感染症防止対策改修工事



特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

1/100

A - 10一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

１階既存平面図

2022/11/5

１階既存平面図　S=1/100
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特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

1/100

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

２階既存平面図

2022/11/12

２階既存平面図　S=1/100
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特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称
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１階既存平面図　S=1/100

仕　上番号

①

大平板 t=6 目透し張り VP仕上

ジプト－ン直張り

バスリブ張り

モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付CL

モルタルコテ押え

ベニヤ型枠打放しの上グラスウ－ル t=50，

グラスファイバ－クロス貼　トンボ仕上

石綿フレキ t=8 目透し張り ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

カラ－アルミスパンドレル張り

Ｐ・Ｂ t=9 捨張りの上ミネラ－トン t=9 張り

Ｐ･Ｂ t=9 捨張りの上ビニ－ルクロス貼

ベニヤ型枠打放し補修

ベニヤ t=4 張り

ベニヤ型枠打放し補修の上アクリル系リシン吹付
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W=150 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

W=180 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

W=200 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

450角アルミ製天井点検口

凡　例

⑭ 屋根折板表し
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１階既存天井伏図

4
,
00

0

A - 19消防本部感染症防止対策改修工事



特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

1/100

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

b
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C

B
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F

1

２階既存天井伏図　S=1/100

2023/2/7
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仕　上番号

①

大平板 t=6 目透し張り VP仕上

ジプト－ン直張り

バスリブ張り

モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付CL

モルタルコテ押え

ベニヤ型枠打放しの上グラスウ－ル t=50，

グラスファイバ－クロス貼　トンボ仕上

石綿フレキ t=8 目透し張り ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

カラ－アルミスパンドレル張り

Ｐ・Ｂ t=9 捨張りの上ミネラ－トン t=9 張り

Ｐ･Ｂ t=9 捨張りの上ビニ－ルクロス貼

ベニヤ型枠打放し補修

ベニヤ t=4 張り

ベニヤ型枠打放し補修の上アクリル系リシン吹付
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④
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W=150 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

W=180 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

W=200 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

450角アルミ製天井点検口

凡　例

⑭ 屋根折板表し
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３階塔屋既存天井伏図　S=1/100
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特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

1/100

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号 2022/11/5
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⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

ベニヤ型枠打放し補修の上アクリル系リシン吹付

ベニヤ t=4 張り

ベニヤ型枠打放し補修

Ｐ･Ｂ t=9 捨張りの上ビニ－ルクロス貼

Ｐ・Ｂ t=9 捨張りの上ミネラ－トン t=9 張り

カラ－アルミスパンドレル張り

石綿フレキ t=8 目透し張り ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

グラスファイバ－クロス貼　トンボ仕上

ベニヤ型枠打放しの上グラスウ－ル t=50，

モルタルコテ押え

モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付CL

バスリブ張り

ジプト－ン直張り

大平板 t=6 目透し張り VP仕上
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１階既存平面図　S=1/100
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凡　例
救急仮眠室

⑮

⑮ ⑮

⑮

⑮

⑮

⑯

不燃化粧石膏ボ－ド t=9.5張り替え

既存軽鉄天井は既存のままとする

既存軽鉄天井撤去後新規取り替え

ｹｲｶﾙ板 t=6 目透し張り ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

１階改修天井伏図

A - 21

450角アルミ製天井点検口新設

改修範囲

凡例

※　室名のない部屋は天井は既存のままとする

W=150 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

W=180 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

W=200 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

※位置は設備とすり合せにより決定
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特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

1/100

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

b
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C

B

A

F

1

２階既存天井伏図　S=1/100

2023/2/7
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8 9

仕　上番号

①

大平板 t=6 目透し張り VP仕上

ジプト－ン直張り

バスリブ張り

モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付CL

モルタルコテ押え

ベニヤ型枠打放しの上グラスウ－ル t=50，

グラスファイバ－クロス貼　トンボ仕上

石綿フレキ t=8 目透し張り ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

カラ－アルミスパンドレル張り

Ｐ・Ｂ t=9 捨張りの上ミネラ－トン t=9 張り

Ｐ･Ｂ t=9 捨張りの上ビニ－ルクロス貼

ベニヤ型枠打放し補修

ベニヤ t=4 張り

ベニヤ型枠打放し補修の上アクリル系リシン吹付
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３階塔屋既存天井伏図　S=1/100
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段
室

⑮
不燃化粧石膏ボ－ド t=9.5張り替え

既存軽鉄天井は既存のままとする

改修範囲

凡例

２階・３階塔屋改修天井伏図

凡　例

450角アルミ製天井点検口

※　室名のない部屋は天井は既存のままとする

W=150 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

W=180 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

W=200 H=120 t=16 スチ-ル製カーテンボックス

※位置は設備とすり合せにより決定
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特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号
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１階仮眠室・待機室・食堂廻り改修平面詳細図
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１階仮眠室・食事室改修（建築工事）

収納棚１１カ所新設

　　木製片引き戸１１カ所新設

⑦　仮眠室吊戸棚撤去１ヵ所撤去

①　高床畳敷物入共全撤去

5,59010,910
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※洗面器撤去後新規マルチシンク取り替え

1A
WD仮眠室廊下

H=2,700

備　考

廻り縁

天　井
改修

既存

既存

改修

既存

収納棚11ヵ所新設改修

 壁

巾　木

 床

１階仮眠室・待機室・食堂室  名

既存

改修

既存

改修

既存

改修

CH=2,700FL=±0

2023/3/7

吊戸棚新設壁緩衝部カット・補修

A - 23

床塩ﾋﾞｼ-ﾄ張り替え

②　床：長尺塩ビシ－ト貼り替え

③　物入・押入間仕切壁全撤去後ブース用間仕切壁新設

間仕切壁：軽鉄W=65，不燃石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼

④　木製片開き戸(W=800)１カ所撤去及び、木製両開き戸1カ所新設

⑥　天井点検口３カ所及びブースカーテンレ－ル全撤去

⑧　天井：ジプト－ン貼替え　軽鉄下地既存のまま

⑨　天井点検口４カ所新設

⑩　収納棚付（ﾀﾞﾝﾊﾟ-開閉式）ベッド１１カ所新設

⑤　見え掛りコンクリ－トモルタル壁補修後一部塗装EP-G塗り替え

モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

ソフト巾木

ソフト巾木貼り替え（見え掛り部）

モルタルコテ押えAEP塗装 流し廻りのみモルタル下地100角タイル貼

一部LGS下地PB t=12捨て張り 石綿板 t=8目透し張りAEP塗装

新設食堂～仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼

新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）

（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5二重張り下地及びｸﾞﾗｽｳ-ﾙ24㎏品 t=50充填）

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え （LGS下地は既存のまま）

塩ビ製

塩ビ製新規取り替え

寝台　押入　造付吊戸棚

寝台　押入　造付吊戸棚全撤去

下部押入付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）11ヵ所新設

ﾌﾞ-ｽｶ-ﾃﾝﾚ-ﾙ撤去、天井点検口３ヶ所撤去及び４か所新設

消防本部感染症防止対策改修工事

１階仮眠室・待機室・食堂廻り改修平面詳細図　S=1/40

H=75

H=75

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え

見え掛り壁面下地処理の上、EP-G塗装塗替
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1/30１階救急仮眠室・洗面所・便所・浴室廻り改修平面詳細図
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H=75改修

改修

既存
巾　木

 床
既存

CH=2,700FL=±0室  名 １階便所

モルタル下地 モザイク（丸）タイル貼

モルタル下地

モルタル下地 100角半磁器ﾀｲﾙ貼

100角半磁器ﾀｲﾙ貼

－

既存

改修 －
 壁

改修

既存
天　井

－

大平板 t=6 目透し張り ＶＰ塗装  LGS下地（不燃）

－
廻り縁

既存 塩ビ製

改修

備　考
既存

トイレブ－ス

トイレブ－ス新規取り替え

ﾛ-ﾀﾝｸ付和風大便器２ヵ所，小便器，洗面器，掃除流し

改修 ﾛ-ﾀﾝｸ付和風大便器２ヵ所撤去後温水洗浄便座付洋風便器２ヵ所新設

H=75ソフト巾木貼り替え（見え掛り部）改修

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え改修

モルタルコテ押えAEP塗装

H=75ソフト巾木既存
巾　木

 床
モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0既存

CH=2,700FL=±0室  名 １階救急仮眠室→通信仮眠室

既存

 壁

片引戸１ヶ所付ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｯｼｮﾝ新設及び、木製片引戸、片開戸各１カ所新設

下部押入付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）11ヵ所新設

収納棚3ヵ所新設寝台　押入　造付吊戸棚全撤去後

ﾌﾞ-ｽｶ-ﾃﾝﾚ-ﾙ撤去、天井点検口1ヶ所撤去及び１カ所新設

既存 ジプトン直張り　LGS下地（不燃）
天　井

廻り縁
既存

備　考

既存 寝台　押入　造付吊戸棚

塩ビ製

見え掛り壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え改修

改修

（LGS下地は既存のまま）

改修 塩ビ製新規取り替え

改修

室  名

 床

巾　木
既存 ソフト巾木 H=75

既存

既存 ジプトン直張り　LGS下地（不燃）
天　井

 壁

改修

改修 ソフト巾木貼り替え（見え掛り部） H=75

改修

既存
脱衣室：モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

浴室：モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.5（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）貼り替え

脱衣室：モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付

浴室：モルタル下地１００角タイル貼

浴室壁：モルタルコテ押え復旧

見え掛りモルタル壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

出入口壁部：軽鉄=65，石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ｹｲｶﾙ板t=3張り

改修

改修

改修

塩ビ製

既存

備　考

既存
廻り縁

天井：ケイカル板t=6目透し張り、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

塩ビ製新規取り替え

吊棚、ｽﾃﾝﾚｽ浴槽、タオル掛け、ハンドシャワ－

シャワ－ユニット２ヵ所新設、脱衣室：タオル掛けL=600 2ヵ所新設

　　同上軽鉄天井下地新設、天井点検口１ヶ所取り替え

既存ｽﾃﾝﾚｽ浴槽、ﾀｵﾙ掛け、ﾊﾝﾄﾞｼｬﾜ-２ヵ所、洗濯機ﾊﾟﾝ１台撤去

洗濯機ﾊﾟﾝ２ヵ所、トイレブ－ス（メラミン化粧合板）壁新設

１階脱衣室・浴室→脱衣所、ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ室に改修 CH=2,400FL=±0

廻り縁

天　井

備　考
改修 大型シンク一層式 L=1,800新設、自動洗浄式洗面器３台新設

人研ぎ流し台 W=4,300、化粧鏡　３台既存

既存 塩ビ製

人研ぎ流し側面壁タイル梁一部貼り替え

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）既存

ﾗｲﾆﾝｸﾞ部腰壁ｺﾝｸﾘ-ﾄ、ﾓﾙﾀﾙ下地100角ﾀｲﾙ貼及び人研ぎ流し撤去

ﾗｲﾆﾝｸﾞ部腰壁軽鉄W=65,耐水合板t=12,防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地100角ﾀｲﾙ貼

－100角半磁器タイル貼

改修

既存 壁 流し廻り：モルタル下地100角タイル貼モルタルコテ押えﾗﾌﾄﾝﾃﾞﾗｯｸｽ吹付

１階洗面所廻り

改修

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え改修

H=75ソフト巾木既存
巾　木

 床
モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0既存

CH=2,700FL=±0室  名

ﾗｲﾆﾝｸﾞ部面台天端：ｽﾃﾝﾚｽ製面台新設

１階救急仮眠室→通信仮眠室改修

③　出入口扉、PS鋼製扉錆止め補修後SOP塗装塗り替え

①　トイレブース新規やり替え

②　床ﾀｲﾙ撤去ﾓﾙﾀﾙ調整後長尺塩ﾋﾞｼ-ﾄ貼（防滑、防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ)

１階救急仮眠室改修

１階脱衣室・浴室→脱衣所、ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ室に改修

　　見え掛りモルタル壁補修後塗装EP-G塗り替え

④　既存ｱﾙﾐ製片引き戸及び上部タレカベ撤去，ﾄｲﾚﾌﾞ-ｽ間仕切新設

　　同上軽鉄天井下地新設

⑨　天井：ケイカル板t=6目透し張り、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

⑧　トイレブ－ス壁扉新設

１階洗面所改修

③　ライニング部腰壁軽鉄W=65,耐水合板t=12,防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地

④　人研ぎ流し側面壁タイル梁一部貼り替え

　　半磁器100角タイル貼り　面台天端：ｽﾃﾝﾚｽ製面台新設

①　人研ぎ流し全撤去

②　ライニング部腰壁、人研ぎ面台共全撤去

⑪　片開きドア表示錠付２カ所新設

⑫　出入口扉下地調整後SOP塗装塗り替え

⑩　天井点検口１ヶ所撤去及び１カ所新設

　　出入口壁部：軽鉄=65，石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ｹｲｶﾙ板t=3張り

⑦　浴室壁モルタルコテ押え復旧（ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ部は除く）

①　脱衣室、浴室（浴槽部除く）床ﾀｲﾙ張り下地ｺﾝｸﾘ-ﾄ全撤去

②　浴室壁100角ﾀｲﾙ（ﾓﾙﾀﾙ下地共）撤去

③　天井：バスリブ全撤去（軽鉄下地共）

⑤　床復旧工事（砕石t=100、ｺﾝｸﾘ-ﾄt=120打ち、ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え）

⑥　通路・脱衣室床長尺塩ビシート（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ新規）貼り替え

１階救急仮眠室改修平面詳細図　S=1/30１階洗面所・便所・脱衣所・ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ廻り改修平面詳細図　S=1/30
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①　高床畳敷、押入共全撤去後、床：長尺塩ビシ－ト貼り替え

　　一部間仕切壁アルミパーティション及びｱﾙﾐﾊﾝｶﾞ-片引き戸新設

　　間仕切壁：軽鉄W=65，不燃石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼

②　物入・押入間仕切壁全撤去後間仕切壁新設

⑨　収納棚３カ所新設

⑧　収納棚付（ﾀﾞﾝﾊﾟ-開閉式）ベッド３カ所新設

⑦　天井点検口１カ所新設

⑥　天井：ジプト－ン（化粧石膏ボード）貼り替え　軽鉄下地既存のまま）

⑤　天井点検口１カ所及び及びブースカーテンレ－ル全撤去

④　木製片開き戸１カ所、木製片引き戸１カ所新設

③　見え掛りコンクリ－トモルタル壁補修後塗装EP-G塗り替え

①　トイレブ－ス撤去後新規トイレブ－ス取り替え

１階便所改修

③　和風大便器、ロータンク２ヵ所撤去後洗浄便座付洋風便器２ヵ所新規入替え
洗面器２ヶ所自動洗浄金物に取り替え（器具は既存のまま）

④　洗面器２ヶ所自動洗浄金物に取り替え（器具は既存のまま）

②　床：ﾓﾙﾀﾙ下地丸ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ撤去後長尺塩ビシ－ト貼り替え（小便器下貼分け）

消防本部感染症防止対策改修工事
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２階消防団本部室・便所・書庫廻り平面詳細図 1/30
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２階消防団本部室・便所改修平面詳細図　S=1/30

既存

改修

既存 H=75

H=75改修

既存

改修

既存

（LGS下地は既存のまま）改修

既存

塩ビ製新規取り替え改修

既存 カ－テンボックス

収納棚3ヵ所新設

改修

室  名 CH=2,700FL=±0

巾　木

 壁

天　井

廻り縁

 床

備　考

⑩　出入口扉下地調整後SOP塗装塗り替え

２階消防団本部室改修→消防団本部室，仮眠室２室に変更

⑨　収納棚２ヵ所新設

⑦　天井点検口１カ所取り替え

⑤　既存木製片開き戸２ヵ所EP-G塗装塗替え

④　木製片開き戸２ヵ所新設

③　間仕切壁：不燃石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼新設

①　床：長尺塩ビシ－トt=2増し張り

②　モルタル壁見え掛りEP-G塗装塗り替え

　　軽鉄W=65下地

⑥　天井ジプトン張り替え

⑧　収納棚付（ﾀﾞﾝﾊﾟ-開閉式）ベッド 2カ所新設

２階書庫→女子シャワ－ル－ムに改修

①　棚全撤去

②　ビニ－ル床タイル撤去

③　天井：ジプトン全撤去（軽鉄下地共）

⑧　トイレブ－ス：片開きドア表示錠付1カ所新設

⑪　トイレブ－ス：片開きドア表示錠付1カ所新設

⑩　天井点検口１ヶ所撤去及び１カ所新設

⑫　出入口扉下地調整後SOP塗装塗り替え

⑨　天井：ケイカル板t=6目透し張り、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

　　同上軽鉄天井下地新設

⑤　見え掛りモルタル壁補修後塗装EP-G塗り替え

④　通路・脱衣室床長尺塩ビシート（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ新規）貼り替え

　　ｼｬﾜ-ﾙ-ﾑ出入口壁部：軽鉄=65，石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ｹｲｶﾙ板t=3張り

既存

改修

既存

改修

廻り縁

備　考

室  名 FL=±0

既存

天　井

 壁

巾　木

改修

既存

改修

既存

改修 H=75

H=75既存

改修
 床

２階便所・女子便所改修

②　小便器下汚垂石（D=600）貼り

③　出入り口扉（枠共）PS鋼製扉錆止め補修後SOP塗装塗り替え

①　床：ﾓﾙﾀﾙ下地丸ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ撤去ﾓﾙﾀﾙ調整後長尺塩ﾋﾞｼ-ﾄ貼（防滑、防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ)

CH=2,400FL=± 0室  名 ２階男女便所

廻り縁

天　井

 壁

巾　木

 床

トイレブ－ス

既存

既存

既存

既存

既存 モルタル下地モザイク（丸）タイル貼

改修

－改修 H=75

－改修

－改修

改修 －

備　考
既存

改修

CH=2,700→CH=2,400

1,285 1,300 910 1,005

1
,
0
3
7
.
5

7
6
2
.
5TB

TB
6A

7A

洗濯器ﾊﾟﾝ

A - 252023/3/7

長
尺

塩
ﾋﾞ

ｼ
-ﾄ

増
し

貼
り

既
存

ﾌ
ﾛ
-
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ張

り
の

ま
ま

H=2,500

消防団本部室

塩ビ製床見切り

W
1

２階消防団本部室改修→消防団本部室，仮眠室２室に変更

桧ﾌﾛ-ﾘﾝｸﾞ=15張り（JAS脳天ﾋﾞｽ留）ダンケル仕上

鋼製床組下地耐水ベニヤt=15捨張り

（一部踏込部はﾓﾙﾀﾙｺﾃ押えﾋﾞﾆ-ﾙ系ﾀｲﾙ貼） 

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0増し貼り

木製巾木（踏込部はソフト巾木）

ソフト巾木貼り替え（見え掛り部）

モルタルコテ押えAEP塗装

見え掛り壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS W=65,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え

塩ビ製

木製片開戸2カ所新設

下部収納付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）2ヵ所新設

天井点検口1ヶ所撤去及び１カ所新設

２階書庫改修→女子シャワ－ル－ムに変更

モルタルコテ押えビニ－ル系タイル貼）

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0 貼り替え

モルタルコテ押えAEP塗装

ソフト巾木貼り替え

ソフト巾木

見え掛り壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

出入口壁部：軽鉄=65，石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ｹｲｶﾙ板t=3張り

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

天井：ケイカル板t=6目透し張り、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

同上軽鉄天井下地新設、天井点検口１ヶ所取り替え

塩ビ製

塩ビ製新規取り替え

棚

シャワ－ユニット1ヵ所新設、脱衣室：タオル掛けL=600 2ヵ所新設

洗濯機ﾊﾟﾝ１ヵ所、トイレブ－ス（メラミン化粧合板）壁新設

トイレ新設：温水洗浄便座付洋風便器、二連紙巻き器・洗面化粧台新設

天井点検口1ヶ所新設

モルタル下地

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼撤去後長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ） t=2.5貼替

100角半磁器ﾀｲﾙ貼

100角半磁器ﾀｲﾙ貼モルタル下地

大平板 t=6 目透し張り ＶＰ塗装  LGS下地（不燃）

塩ビ製

温水洗浄便座付洋風便器，小便器，洗面器

汚垂石貼　W=800X600Ｘ3　新設

小便器，洗面器自動洗浄金物に取り替え（器具は既存のまま）

消防本部感染症防止対策改修工事



特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

1/50

符　号

金　物

硝　子

材質・見込

室名・数量

備　考

符　号

金　物

備　考

姿  図

符　号

金　物

材質・見込

室名・数量

備　考

備　考

室名・数量

材質・見込

硝　子

金　物

符　号

40

11

男子便所

40

表示錠、ﾗﾊﾞﾄﾘ-ﾋﾝｼﾞ、その他付属金物一式

1

TB
トイレブ－ス

TB
トイレブ－ス

トイレブ－ス
TB

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

WD

FL

2
,0

0
0

ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ 

36

WD

1,600

WD

▽FL

2
,
00

0

ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ 

1

１階仮眠室～食堂 １階仮眠室，１階通信仮眠室 １階通信仮眠室

木製片開き戸

36 36

錠　類

SUS丁番、DC、ﾌﾗﾝｽ落し、戸当ﾘ、その他付属金物

ｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

SUS丁番、DC、戸当ﾘ、その他付属金物

木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ 木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ

トイレブ－ス
TB

１階脱衣シャワ－ル－ム

2
0

285 510600600 600

1,160

600

40 1,16040

2
0

1
,
8
50

2FL

【正面】 【中仕切】

50
1,

85
0

１階脱衣シャワ－ル－ム

表示錠、ﾗﾊﾞﾄﾘ-ﾋﾝｼﾞ、その他付属金物一式

トイレブ－ス
TB

1FL

600100

1,
85

0
2
0

50

【正面】

50
2
0

1,
85

0

【側面】

姿  図姿  図

40

1

40

【側面】

1
,
85

0
50

SUS製巾木

**

2
,
4
00

1FL

硝　子

材質・見込

室名・数量

－

姿  図

1FL

600

SUS製巾木、その他付属金物一式

１階脱衣シャワ－ル－ム

40

1

50

2
,
4
00

2
,
4
00

910

**
1
,
85

0

窓側端部ｱﾙﾐ製ｴｯｼﾞ

**

SUS製巾木

1FL

【正面】

50
1
,
85

0

【側面】

メラミン化粧合板両面フラッシュ メラミン化粧合板両面フラッシュ メラミン化粧合板両面フラッシュ

40

－

SUS製巾木、その他付属金物一式

ｱﾙﾐ製ｴｯｼﾞ金物*メ－カ－仕様による

ｱﾙﾐ製ｴｯｼﾞ金物、ドアフレ－ム*メ－カ－仕様による

ｱﾙﾐ製ｴｯｼﾞ金物*メ－カ－仕様による

ｱﾙﾐ製ｴｯｼﾞ金物、ドアフレ－ム*メ－カ－仕様による ｱﾙﾐ製ｴｯｼﾞ金物、ドアフレ－ム*メ－カ－仕様による

表示錠、ﾗﾊﾞﾄﾘ-ﾋﾝｼﾞ、その他付属金物一式

40

190

3,385

985

955

5A4A

3A2A1A

795

95 907.5

757.5

2
0

1
,8
5
0

907.5 862.5

消防団本部室

三方枠：木製メラミン化粧合板張り

3

建具リスト１

新設 新設 新設 新設 新設

新設

新設 新設

新設 新設

1A 2A 3A

758

90メラミン化粧合板フラッシュ

2
,
00

0

▽FL

木製四方枠
W
1

木製両開き戸

三方枠：木製メラミン化粧合板張り

▽FL

2
,
00

0

木製片引き戸 12

1,420

引手

上下レール、ベアリング付戸車、その他付属金物

三方枠：木製ﾒﾗﾐﾝ化粧合板張り、両側面竪枠塩ﾋﾞ製ｽﾄｯﾌﾟ取付

500

7
0
0

750

新設 トイレブ－ス
TB

1新設
TB

トイレブ－ス
6A 7A

ｱﾙﾐ製ｴｯｼﾞ金物、ドアフレ－ム*メ－カ－仕様による

メラミン化粧合板両面フラッシュ

【正面】

600

1FL

表示錠、ﾗﾊﾞﾄﾘ-ﾋﾝｼﾞ、その他付属金物一式

１階脱衣シャワ－ル－ム

40

1
,
85

0
2
0

50

【側面】

1
,
85

0
2
0

50

830140

1,300

560

表示錠、ﾗﾊﾞﾄﾘ-ﾋﾝｼﾞ、その他付属金物一式

メラミン化粧合板両面フラッシュ

１階脱衣シャワ－ル－ム

1FL

1,580

1
,8

5
0

2
0

SUS製巾木 SUS製巾木

SUS製巾木、ｱﾙﾐ製ｴｯｼﾞ金物、ドアフレ－ム*メ－カ－仕様による

600 65

2023/03/01 A - 26

１階脱衣シャワ－ル－ム・２階女子シャワ－ル－ム

2

3

１階脱衣室～シャワ－ユニット、２階脱衣室～シャワーユニット

消防本部感染症防止対策改修工事



特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

1/50

符　号

金　物

硝　子

材質・見込

室名・数量

備　考

符　号

金　物

備　考

姿  図

符　号

金　物

材質・見込

室名・数量

備　考

備　考

室名・数量

材質・見込

硝　子

金　物

符　号

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号 2023/02/01

1

錠　類

硝　子

材質・見込

室名・数量

姿  図

AP

１階通信仮眠室

付属金物一式

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾁｯｼｮﾝ間仕切

額縁：木製　SOP仕上

1

FL

2,
0
0
0

ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ 

36

2

2
,0

0
0

▽FL

1,600

3
1 1

▽FL

2
,0

0
0

800

▽FL

2
,0

0
0

ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ 

▽FL

2
,0

0
0

ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ 

720

14

680

1

１階仮眠室～食堂 １階仮眠室，１階通信仮眠室 １階通信仮眠室 １階脱衣室～シャワ－ユニット

木製片開き戸木製両開き戸 木製片開き戸

36 36 36 メラミン化粧合板フラッシュ 90

三方枠：木製メラミン化粧合板張り

SUS丁番、DC、ﾌﾗﾝｽ落し、戸当ﾘ、その他付属金物

ｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

SUS丁番、DC戸当ﾘ、その他付属金物SUS丁番、DC、戸当ﾘ、その他付属金物SUS丁番、DC、戸当ﾘ、その他付属金物

木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ 木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ 木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ

木製四方枠

消防団本部室

三方枠：木製メラミン化粧合板張り三方枠：木製メラミン化粧合板張り

3既存改修

2,690

2
,7

0
0

▽FL ▽FL

（有効開口）

127 603

502,535

2
,7

0
0

片引き戸付ｱﾙﾐﾊﾟｰﾁｯｼｮﾝ間仕切1
2
AP

新設新設

ﾊﾝｶﾞ-レール、床ﾚｰﾙ、引手、ｶﾊﾞ-その他付属金物一式

１階通信仮眠室

50，26柱，枠：アルミ製　パネル：ポリエステル化粧合板 柱，枠：アルミ製　パネル：ポリエステル化粧合板 50，26

既存改修
SDSDSD

木製片開き戸木製両開き戸 木製片開き戸1
321

既存改修 既存改修 11

三方枠：木製メラミン化粧合板張り 三方枠：木製メラミン化粧合板張り

消防団本部室

木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ 木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ

SUS丁番、DC、戸当ﾘ、その他付属金物 SUS丁番、DC、戸当ﾘ、その他付属金物

ｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

SUS丁番、DC、ﾌﾗﾝｽ落し、戸当ﾘ、その他付属金物

3636

１階通信仮眠室１階仮眠室，１階通信仮眠室１階仮眠室～食堂

680720

ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ 

2
,0

0
0

▽FL

1,600

▽FL

2
,0

0
0

36

ｱﾝﾀﾞ-ｶｯﾄ 

2,
0
0
0

FL

額縁：木製　SOP仕上

既存改修既存改修

既存改修 3

三方枠：木製メラミン化粧合板張り 三方枠：木製メラミン化粧合板張り

消防団本部室

木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ木製　メラミン化粧合板両面フラッシュ

SUS丁番、DC、戸当ﾘ、その他付属金物 SUS丁番、DC、戸当ﾘ、その他付属金物 SUS丁番、DC戸当ﾘ、その他付属金物

ｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙｼﾘﾝﾀﾞ-錠（内側：ｻﾑﾀ-ﾝ）、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

三方枠：木製メラミン化粧合板張り
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既存 既存

既存改修 既存改修
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縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号

特 記

S=1/50

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

TEL･FAX 0996-32-0281

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

〒896-0031

中里建築設計事務所

一級建築士事務所

Nakazato Design Office

図面名称

工事名称 2023/2/10
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長尺エンビシ－ト t=2 貼

ソフト巾木　H=75巾木

  壁

モルタルコテ押えAEP塗装仕上

一部LGS,PBt=12張り下地石綿版t=8 AEP塗装仕上

流し廻り：モルタル下地100角タイル貼

軽鉄天井下地

ジプトン t=9 直張り

塩ビ製

造付食器棚、造付収納棚、掃除用具入れ

流し台、コンロ台、調理台、吊戸棚、フード

塩ビ製

ジプトン t=9 直張り

軽鉄天井下地

流し廻り：モルタル下地100角タイル貼
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１階仮眠室・待機室・食堂既存展開図
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作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号

特 記

S=1/50

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

TEL･FAX 0996-32-0281

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

〒896-0031

中里建築設計事務所

一級建築士事務所

Nakazato Design Office

図面名称

工事名称 2023/2/10
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１階救急仮眠室・２階消防団本部室既存展開図
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１階救急仮眠室
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モルタルコテ押え

長尺エンビシ－ト t=2 貼

ソフト巾木　H=75巾木

モルタルコテ押えAEP塗装仕上

500900 1,800
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ｽﾁ-ﾙｶ-ﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

木製巾木一部踏込部ソフト巾木　H=75

踏込部：ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押えﾋﾞﾆ-ﾙ系ﾀｲﾙ貼

桧フロ－リング t=15張り ﾀﾞﾝｹﾙ仕上

鋼製床組下地耐水ベニヤt=5捨て張り

GL=±0２階消防団本部室
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天井

巾木
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モルタルコテ押えAEP塗装仕上

一部LGS,PBt=12張り下地石綿版t=8 AEP塗装仕上

流し廻り：モルタル下地100角タイル貼

軽鉄天井下地

ジプトン t=9 直張り

塩ビ製
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特 記

縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号
図面名称

工事名称Nakazato Design Office

中里建築設計事務所

〒896-0031

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

0996-32-0281TEL･FAX

一級建築士事務所

1/50

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号 2023/2/10
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１階便所・２階男女便所既存展開図

トイレブ－ス：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板 t=40

大平板 ｔ=6 目透し張り　VP仕上

軽鉄天井下地

モルタル下地
床

巾木

廻縁

天井

100角半磁器ﾀｲﾙ貼

壁上部

モルタル下地

壁

－

モザイク（丸）タイル貼

100角半磁器ﾀｲﾙ貼

モルタル下地

備考 面台：ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ t=30

仕切り板：ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ 500ｘ1,300 t=40

ﾛ-ﾀﾝｸ付和風大便器，小便器，洗面器

掃除流し，化粧鏡

仕切り板：ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ 500ｘ1,300 t=40

面台：ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ t=30備考

モルタル下地

100角半磁器ﾀｲﾙ貼

モザイク（丸）タイル貼

－

壁

モルタル下地

壁上部

100角半磁器ﾀｲﾙ貼

天井

廻縁

巾木

床
モルタル下地

軽鉄天井下地

大平板 ｔ=6 目透し張り　VP仕上

トイレブ－ス：ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板 t=40

１階男子便所 ２階男女便所GL=±0 CH=2,500 GL=±0 CH=2,400

温水洗浄便座付洋風便器，小便器，洗面器

化粧鏡

A - 30消防本部感染症防止対策改修工事



縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号

特 記

S=1/50

一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

TEL･FAX 0996-32-0281

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

〒896-0031

中里建築設計事務所

一級建築士事務所

Nakazato Design Office

図面名称

工事名称 2023/2/10
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100X200角磁器質タイル貼

ステンレス製巾木　H=75

流し廻り：モルタル下地100角タイル貼

モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付
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脱衣室：モルタルコテ押えﾋﾞﾆ-ﾙ系ﾀｲﾙ貼

浴室：モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼

脱衣室：モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付

脱衣室：ソフト巾木　H=75

浴室：モルタル下地１００角タイル貼

洗濯機パン

A - 31

１階脱衣室・浴室・洗面所廻り既存展開図

消防本部感染症防止対策改修工事



縮尺

作成年月日 図面番号

設計者

一級建築士

中里 末治

第140843号

特 記
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一級建築士事務所登録番号；第1-31-8号

TEL･FAX 0996-32-0281

鹿児島県いちき串木野市東島平町230番地

〒896-0031

中里建築設計事務所

一級建築士事務所

Nakazato Design Office

図面名称

工事名称 2023/2/10
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改修

（LGS下地は既存のまま）

改修
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A - 32

１階仮眠室

60
0

モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え

ソフト巾木

ソフト巾木貼り替え（見え掛り部）

モルタルコテ押えAEP塗装

一部LGS下地PB t=12捨て張り

流し廻りのみモルタル下地100角タイル貼

石綿板 t=8目透し張りAEP塗装

見え掛り壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え

塩ビ製

塩ビ製新規取り替え

寝台　押入　造付吊戸棚

寝台　押入　造付吊戸棚全撤去

収納棚11ヵ所新設

下部押入付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）11ヵ所新設

ﾌﾞ-ｽｶ-ﾃﾝﾚ-ﾙ撤去、天井点検口２ヶ所撤去及び３か所新設
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設計者
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〒896-0031
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4,500

１階待機室・食堂・通信仮眠室改修展開図

１階通信仮眠室

廻り縁

（LGS下地は既存のまま）

改修

既存

 床

巾　木

室  名

天　井

 壁

備　考

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

改修

既存

FL=±0 CH=2,700

改修

H=75改修

改修

H=75既存
巾　木

 床
既存

CH=2,700FL=±0室  名 １階救急仮眠室→通信仮眠室

既存

 壁

既存
天　井

廻り縁
既存

備　考

既存

改修

改修

（LGS下地は既存のまま）

改修

改修

A - 33

１階待機室・食堂

斜線部巾木新規ソフト巾木取り替え

吊戸棚一部カット補修
　　（斜線新設壁緩衝部）

斜線部巾木新規ソフト巾木取り替え

下地処理の上、EPG塗装塗り替え

斜線部ソフト巾木新設 斜線部ソフト巾木新設

H=75

H=75

6
0
0

2023/3/7消防本部感染症防止対策改修工事

一部長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え（平面詳細図参照）

モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

ソフト巾木

特記部分のみソフト巾木新設及び貼り替え

モルタルコテ押えAEP塗装

一部LGS下地PB t=12捨て張り 石綿板 t=8目透し張りAEP塗装

流し廻りのみモルタル下地100角タイル貼

畳敷高床撤去部壁面のみ下地処理の上、EPG塗装塗り替え

新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え

塩ビ製

塩ビ製新規取り替え

寝台、押入天袋、造付吊戸棚

流し台、コンロ台、調理台、吊戸棚、フード

造付食器棚、造付収納棚、掃除用具入れ

寝台　押入天袋全撤去、吊戸棚一部カット補修、掃除用具入れ撤去

天井点検口１ヶ所撤去及び１か所新設

モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0貼り替え

ソフト巾木

ソフト巾木貼り替え（見え掛り部）

モルタルコテ押えAEP塗装

見え掛り壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え

塩ビ製

塩ビ製新規取り替え

寝台　押入

寝台、押入、全撤去後 収納棚3ヵ所新設

下部押入付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）3ヵ所新設

片引戸１ヶ所付ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｯｼｮﾝ新設及び、木製片引戸、片開戸各１カ所新設

ﾌﾞ-ｽｶ-ﾃﾝﾚ-ﾙ撤去、天井点検口1ヶ所撤去及び１カ所新設
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CH=2,700FL=±0室  名

既存
 床

改修

H=75既存

改修 H=75
巾　木

既存

 壁
改修

既存
天　井

（LGS下地は既存のまま）改修

既存
廻り縁

改修

既存 カ－テンボックス

備　考

改修

収納棚２ヶ所新設

5
00
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00

CH
=
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0
0

1,800 2,7002,7001,800

２階消防団本部室・仮眠室改修展開図

A - 342023/3/7

２階消防団本部室改修→消防団本部室，仮眠室２室に変更

桧ﾌﾛ-ﾘﾝｸﾞ=15張り（JAS脳天ﾋﾞｽ留）ダンケル仕上

鋼製床組下地耐水ベニヤt=15捨張り

（一部踏込部はﾓﾙﾀﾙｺﾃ押えﾋﾞﾆ-ﾙ系ﾀｲﾙ貼） 

木製巾木（踏込部はソフト巾木）

新設仮眠室のみ長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0増し貼り

ソフト巾木貼り替え（新設仮眠室のみ）

モルタルコテ押えAEP塗装

新設仮眠室のみ見え掛りﾓﾙﾀﾙ壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

新設仮眠室間仕切：ﾋﾞﾆ-ﾙｸﾛｽ貼（LGS W=65,石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5張り下地）

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

天井材全撤去後,不燃化粧石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9.5貼替え

塩ビ製

塩ビ製新規取り替え

下部収納付きﾀﾀﾐﾍﾞｯﾄﾞ（ﾀﾞﾝﾊﾟ-式開閉装置）2ヵ所新設

木製片開戸2カ所新設

天井点検口1ヶ所撤去及び１カ所新設

消防本部感染症防止対策改修工事
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１・２階便所改修展開図

▽FL
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3,000

Ｄ面

5
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1
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0
0

1
,
20

0

6
5
0

120

100角半磁器ﾀｲﾙ貼モルタル下地既存

H=75改修 －

既存 100角半磁器ﾀｲﾙ貼モルタル下地

改修 －

既存

トイレブ－ス
既存

－改修

塩ビ製既存

改修 －

改修

FL=±0

改修

既存 モルタル下地モザイク（丸）タイル貼

　　　　　　　　　　　　　（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ） 

CH=2,500

改修

既存
トイレブ－ス

改修 －

既存 塩ビ製

改修

既存

－改修

モルタル下地100角半磁器ﾀｲﾙ貼既存

－改修 H=75

既存 モルタル下地100角半磁器ﾀｲﾙ貼

モザイク（丸）タイル貼モルタル下地既存

改修
　　　　　　　　　　　　　（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ） 

CH=2,400FL=±0

室  名 １階便所

２階男女便所室  名

備　考

廻り縁

天　井

 壁

巾　木

 床

巾　木

 壁

天　井

廻り縁

備　考

 床

Ｃ'面

A - 35

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼撤去後長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼 t=2.5貼替

大平板 t=6 目透し張り ＶＰ塗装  LGS下地（不燃）

トイレブ－ス新規取り替え

ﾛ-ﾀﾝｸ付和風大便器２ヵ所，小便器，洗面器，掃除流し

ﾛ-ﾀﾝｸ付和風大便器２ヵ所撤去後温水洗浄便座付洋風便器２ヵ所新設

洗面器自動洗浄金物に取り替え（器具は既存のまま）

ﾓﾙﾀﾙ下地ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼撤去後長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼 t=2.5貼替

－

大平板 t=6 目透し張り ＶＰ塗装  LGS下地（不燃）

温水洗浄便座付洋風便器，小便器，洗面器

汚垂石貼　W=800X600Ｘ3　新設

小便器，洗面器自動洗浄金物に取り替え（器具は既存のまま）

消防本部感染症防止対策改修工事
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ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

耐水合板 t=12ﾈﾀﾞﾌｫ-ﾑ t=95

A - 36

１階・２階シャワ－ル－ム改修展開図

室  名 １階脱衣室・浴室→脱衣所、ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ室に改修

浴室：モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.5（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）貼り替え

ソフト巾木

ソフト巾木貼り替え（見え掛り部）

脱衣室：モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付

脱衣室：モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

浴室：モルタル下地１００角タイル貼

浴室壁：モルタルコテ押え復旧

見え掛りモルタル壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

出入口壁部：軽鉄=65，石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ｹｲｶﾙ板t=3張り

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

天井：ケイカル板t=6目透し張り、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

塩ビ製

同上軽鉄天井下地新設、天井点検口１ヶ所取り替え

吊棚、ｽﾃﾝﾚｽ浴槽、タオル掛け、ハンドシャワ－

既存ｽﾃﾝﾚｽ浴槽、ﾀｵﾙ掛け、ﾊﾝﾄﾞｼｬﾜ-２ヵ所、洗濯機ﾊﾟﾝ１台撤去

シャワ－ユニット２ヵ所新設、脱衣室：タオル掛けL=600 2ヵ所新設

洗濯機ﾊﾟﾝ２ヵ所、トイレブ－ス（メラミン化粧合板）壁新設

改修

 床

１階脱衣室・浴室→脱衣所、ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ室に改修室  名

脱衣室：モルタルコテ押え長尺塩ビシ－ト貼 t=2.0

浴室：モルタル下地丸モザイク窯変タイル貼

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.5（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）貼り替え

脱衣室床下地：ﾈﾀﾞﾌｫ-ﾑH=95+耐水合板t=12

脱衣室：モルタルコテ押えラフトンデラックス吹付

ソフト巾木貼り替えH=75、脱衣室立ち上がり部：塩ビｼ-ﾄ巻き上げ

ソフト巾木

浴室：モルタル下地１００角タイル貼

浴室壁：モルタルコテ押え復旧

見え掛りモルタル壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

出入口壁部：軽鉄=65，石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ｹｲｶﾙ板t=3張り

ジプトン直張り　LGS下地（不燃）

天井：ケイカル板t=6目透し張り、ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

同上軽鉄天井下地新設、天井点検口１ヶ所取り替え

塩ビ製

塩ビ製新規取り替え

吊棚、ｽﾃﾝﾚｽ浴槽、タオル掛け、ハンドシャワ－

ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ、ﾀｵﾙ掛けL=600、洗濯機ﾊﾟﾝ、洗面化粧台各１台新設

棚全面撤去、トイレブ－ス（メラミン化粧合板）壁新設

温水洗浄便座付洋風便器、２連紙巻き器各 1ヵ所新設

消防本部感染症防止対策改修工事
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Ｃ～Ｃ’断面図　S=1/30Ａ～Ａ’断面図　S=1/30 Ｂ～Ｂ’断面図　S=1/30

１階仮眠室・食堂，通信仮眠室ベッド・収納棚詳細図

Ｂ～Ｂ’断面図　S=1/30Ａ～Ａ’断面図　S=1/30 Ｃ～Ｃ’断面図　S=1/30
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仮眠室畳ベッド、収納棚Ａ，Ｂ平面詳細図　S=1/30
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※畳ベッド上部はダンパ－式開閉による
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※（　　　）内寸法は収納棚Ｂ

LGSW=65下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5張り（建築工事）
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ﾓﾙﾀﾙ下地100角ﾀｲﾙ貼撤去後ﾓﾙﾀﾙｺﾃ押え復旧
壁面下地処理の上、EPG塗装塗り替え

土間コンクリ－ト t=120，221金ｺﾞﾃ押え復旧

　　　（既存バスリブ撤去）
　　　ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上
天井：ケイカル板t=6目透し張り

塩ﾋﾞ製廻り縁

軽鉄天井新規取り替え

1,800

585 1,215

塩ﾋﾞ製廻り縁

▽UBFL

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.5貼
（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）

ｿﾌﾄ巾木：H=75
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砕石 t=100
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配筋　D10@250(ﾀﾃﾖｺ共）
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木額縁
ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭ
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木額縁
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塩ﾋﾞ製廻り縁 塩ﾋﾞ製廻り縁

天井：ケイカル板t=6目透し張り

軽鉄天井新規取り替え

既存木製棚

出入口壁部：軽鉄=65，石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ｹｲｶﾙ板t=3張り

出入口壁部：軽鉄=65，石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5下地ｹｲｶﾙ板t=3張り

軽鉄天井新規取り替え
ﾄｲﾚﾌﾞ-ｽ

（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）
ﾄｲﾚﾌﾞ-ｽ

洗濯機ﾊﾟﾝ

H=75
ｿﾌﾄ巾木

H=75
ｿﾌﾄ巾木

（防滑・防汚抗菌ﾀｲﾌﾟ）

　　　ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

長尺塩ビシ－ト貼 t=2.5貼り替え 長尺塩ビシ－ト貼 t=2.5貼り替え

ｼｬﾜ-ﾕﾆｯﾄ

（既存バスリブ撤去）

天井：ケイカル板t=6目透し張り
　　　ｴﾎﾟｷｼ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗装仕上

（既存バスリブ撤去）

既存土間コンクリ－ト、ﾓﾙﾀﾙ下地等撤去
土間コンクリ－ト t=120，221金ｺﾞﾃ押え復旧

新設SUS製面台 t=1.5 H・L仕上

　　　軽鉄W=100

下地：防水石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=12.5,耐水合板t=12

新設100角タイル接着貼

新設SUS製一層流しW=1,800,D=600,H=800

既存モルタルコテ押えﾗﾌﾄﾝﾃﾞﾗｯｸｽ吹付

モルタル下地100角タイル貼り替え
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洗面所　流し廻り詳細図　S=1/30
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土間部改修土間部既存

SUSﾀｵﾙ掛け SUSﾀｵﾙ掛け

１階脱衣室・シャワ－ルーム詳細図　S=1/30

１階脱衣室・シャワ－ルーム・洗面所廻り詳細図
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